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災
害
は
、
避
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。で
も
、

事
前
に
備
え
を
す
れ
ば
、
被
害

を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

災
害
で
け
が
を
し
な
い
た
め
、

自
分
と
家
族
を
守
る
た
め
、
そ
し

て
い
ち
早
く
元
の
生
活
に
戻
す
た

め
に
、
皆
さ
ん
も
家
庭
で
「
防
災

対
策
」
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

と
は
い
っ
て
も
、「
何
か
ら
取

り
掛
か
っ
た
ら
い
い
の
か
」「
防

災
グ
ッ
ズ
は
あ
る
け
ど
中
身
が
使

え
る
か
分
か
ら
な
い
」
そ
ん
な
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
今
回
は
、
女
性
の
視
点
を
取
り

入
れ
、
自
分
自
身
を
守
る
だ
け
で

な
く
、
周
り
の
人
も
助
け
る
こ
と

の
で
き
る
防
災
対
策
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　
ど
れ
も
、
い
つ
も
の
生
活
か
ら

す
ぐ
始
め
ら
れ
、
続
け
ら
れ
る
こ

と
ば
か
り
で
す
。

　
ま
ず
は
、
お
母
さ
ん
の
立
場
で

防
災
対
策
を
考
え
て
い
る
千
賀
さ

ん（
野
田
町
）の
ご
家
庭
で
話
を
聞

い
て
き
ま
し
た
。

私
に
で
き
る
こ
と

　

２
人
の
男
の
子
（
５
歳
と
１
歳
）

の
お
母
さ
ん
で
あ
る
千
賀
さ
ん
は
、

自
分
を
少
し
心
配
性
だ
と
いって
い
ま

し
た
。
千
賀
さ
ん
宅
の
防
災
の
備
え

は
、
特
別
な
も
の
で
は
な
く
、
子
ど

も
へ
の
愛
か
ら
生
ま
れ
た
生
活
の
一

部
で
し
た
。

▪
日
常
生
活
の
延
長
線
上
に

　
共
働
き
の
千
賀
さ
ん
夫
婦
は
、
平

日
の
夕
方
は
大
忙
し
。
仕
事
を
終
え

て
、
保
育
園
に
子
ど
も
を
迎
え
に

行
っ
て
、
ご
飯
を
作
る
。
そ
ん
な
生

活
の
中
で
、
レ
ト
ル
ト
食
品
や
缶
詰

は
必
需
品
で
す
。
こ
れ
ら
を
工
夫
し

て
利
用
す
る
こ
と
で
、
家
事
の
時
間

減
ら
す
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
と
過

ご
す
時
間
が
で
き
ま
す
。

令和2年3月  広報たはら │    │2



　
ス
ト
ッ
ク
し
て
あ
る
レ
ト
ル
ト
食

品
や
缶
詰
は
通
常
よ
り
少
し
多
く
買

い
だ
め
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
災
害
時
に
備
え
る
と
か
言
っ
て
、

食
べ
ち
ゃ
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
ね
」

と
笑
い
な
が
ら
話
す
千
賀
さ
ん
は
、

「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
※
」
上
級

者
で
す
。

※
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
と
は

　
普
段
か
ら
少
し
多
め
に
食
材
、
加

工
品
を
買
っ
て
お
き
、
使
っ
た
ら

使
っ
た
分
だ
け
新
し
く
買
い
足
し
て

い
く
こ
と
で
、
常
に
一
定
量
の
食
料

を
家
に
備
蓄
し
て
お
く
方
法
を
ロ
ー

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
と
い
い
ま
す
。

◦
千
賀
さ
ん
宅
の
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
ク

◦
も
っ
た
い
な
い
精
神

　
千
賀
さ
ん
は
、
非
常
食
や
水
は
消

費
期
限
が
切
れ
て
食
べ
ら
れ
な
く

な
っ
た
経
験
か
ら
、
ス
マ
ホ
の
ア
プ

リ
に
消
費
期
限
を
入
れ
て
、
管
理
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
気
に
な

る
非
常
食
を
買
っ
て
、
消
費
期
限
前

に
食
べ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

そ
う
で
す
。

▪
非
常
持
ち
出
し
袋
を
見
せ
て

く
だ
さ
い

　
千
賀
さ
ん
宅
の
非
常
持
ち
出
し
袋

の
中
身
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

▪
家
の
中
の
安
全
対
策

　
少
し
心
配
性
な
千
賀
さ
ん
は
、
家

の
中
の
安
全
対
策
を
し
っ
か
り
し
て

い
ま
し
た
。

・
寝
室
に
棚
を
置
か
な
い

・
寝
る
位
置
を
家
族
で
話
し
合
っ
て

決
め
た

・
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
は
開
け
た
ら
閉
め
る

・
寝
室
に
掛
け
時
計
を
掛
け
な
い

・
通
路
に
な
る
と
こ
ろ
に
物
を
置
か

な
い

・
ト
イ
レ
へ
の
動
線
に
足
元
灯
を
付

け
る

・
子
ど
も
が
落

ち
な
い
た
め

の
安
全
対
策

と
備
蓄
を
兼

ね
て
、カ
ウ

ン
タ
ー
の
下

に
買
い
置
き
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
を
置
い
て
い
る

▪
頑
張
ら
な
い
か
ら
続
く

　

千
賀
さ
ん
宅
の
防
災
対
策
は
、

特
別
な
も
の
で
は
な
く
、
全
て
暮
ら

し
の
一
部
で
し
た
。
だ
か
ら
、
家
庭

で
の
備
え
が
続
く
の
で
す
。

　
頑
張
っ
て
完
璧
な
防
災
グ
ッ
ズ
を

そ
ろ
え
て
も
、
い
ざ
と
い
う
と
き
使

え
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

日
々
の
暮
ら
し
で
ち
ょ
っ
と
だ
け
意

識
し
て
、備
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

それいいね！
子ども用のおむつが
しっかり備えてあるね。

ここが足りない！
生理用品など女性用の備え
があるといいね。プライベート
なものを持ち出すためのポー
チを入れておくといいよ。

●千賀さん宅の
　ポイント！！

▲勝手口に近い
　パントリーに設置▲保存食

▲ラベルで見える化

▲取り外すと
　懐中電灯になる▲ローリングストックになる

買い足す 食べる

備える

ローリングストック
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●スマイルの会（田原南部校区で活躍している女性防災グループ）
　地域で防災意識を高めようと、防災研修会や田原南部小学校での防災キャンプに協力しています。非
常食作りや防災グッズ作り、ワールドカフェ（自由な雰囲気で話し合う手法）で防災についての話し合い
などさまざまな活動を地域や学校と連携して実施しています。ここでは、スマイルの会の会員である冨
田さよ子さん（大久保町）のご自宅の備えを見せてもらいました。

防
災
と
た
は
ら
暮
ら
し

　

本
市
で
は
、「
女
性
の
視
点
で

考
え
る　

家
族
の
た
め
に
「
今
」

で
き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
「
防

災
と
た
は
ら
暮
ら
し
」
を
作
成
し

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

▪
非
常
持
ち
出
し
袋
を
自
分

の
家
仕
様
に
し
よ
う

　
一
般
的
な
非
常
持
ち
出
し
袋
を

お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
そ
こ
に
家

族
構
成
に
合
っ
た
も
の
を
加
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

◦
乳
幼
児
や
妊
婦

が
い
る
場
合

　

母
子
手
帳
、紙
お

む
つ
、お
し
り
ふ
き
、

抱
っ
こ
ひ
も
、離
乳

食
、粉
ミ
ル
ク（
液
体
ミ
ル
ク
）、お

や
つ
、使
い
捨
て
ス
プ
ー
ン・紙
コ
ッ

プ
類
、お
も
ち
ゃ
な
ど

◦
高
齢
者
・
介
護
者
な
ど
が
い
る

場
合

　

大
人
用
紙
お
む

つ
、紙
パ
ン
ツ
、杖
、

入
れ
歯・入
れ
歯
洗
浄
剤・入
れ
歯

保
管
ケ
ー
ス
、老
眼
鏡
、身
元
を
記

入
し
た
も
の
、介
護
用
品
、口
腔
ウ

エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、マ
ウ
ス
ウ
ォ
ッ

シ
ュ・液
体
歯
磨
き
な
ど

◦
女
性
の
場
合

　

生
理
用
品（
１
周

期
分
）、お
り
も
の

シ
ー
ト
、携
帯
用
の
ビ
デ・軟
膏
、

自
分
の
サ
イ
ズ
に
合
っ
た
下
着（
上

下
）、汗
拭
き
シ
ー
ト
、ス
キ
ン
ケ

ア
用
品
、ポ
ー
チ
な
ど

　
こ
の
他
に
も
、
普
段
の
生
活
の

中
で
取
り
入
れ
ら
れ
る
防
災
対
策

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
防
災
対
策

課
で
は
、
こ
の
冊
子
を
使
い
４
月
か

ら
「
市
政
ほ
ー
も
ん
講
座
」
も
実

施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
防
災
対

策
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23‐３
５
４
８

防災グッズを見つけるのが楽しくて
　家具固定などの防災
グッズは、ホームセンター
で手軽に使えるものがた
くさん売っています。いろ
いろ探すのが好きな夫と
一緒に、楽しみながら購
入しています。

備えておくべきものは？
　災害時、食料・物資がいつ届くか分からないこと
も考えて、自分たちである程度の食料・水などは備
えておくとよいと思います。食品は消費期限を見え
るところに書いておくといいですね。家が安全な場
合は自宅避難も可能です。その際は、避難所に何人
自宅避難しているかを報告しておきましょう。トイレも
自宅でできるように準備しておくと安心です。▲冨田さよ子さん

◦滑り止めジェルパッド ◦飛び出し防止フック ◦懐中電灯 ◦転倒防止テープ

テレビや棚の下に敷くだけ
で固定

形が自由に変えられて普段
の開閉も楽

動線に何カ所か設置してい
る

上と下の棚をつなぐテープ

ご自宅の防災対策を見せてください
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田原市長賞

　
入
賞
者

◦
田
原
市
議
会
議
長
賞　

　
小
川　
浩
康（
中
山
町
）

◦
田
原
市
商
工
会
長
賞

　
坂
口　
雅
俊（
六
連
町
）

◦
渥
美
商
工
会
長
賞

　
中
村　
和
彦（
南
神
戸
町
）

◦
愛
知
み
な
み
農
業
協
同
組
合
長
賞

　
早
瀬　
康
央（
豊
橋
市
）

◦
田
原
区
長
賞

　
伊
藤　
よ
し
の
り（
西
山
町
）

◦
豊
橋
鉄
道
賞

　
水
谷　
清（
豊
橋
市
）

◦
崋
山
会
賞

　
鈴
木　
健
造（
田
原
町
）

◦
田
原
凧
保
存
会
長
賞

　
中
村　
和
彦（
南
神
戸
町
）

◦
伊
良
湖
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
賞

　
飯
野　
佳
代
子（
埼
玉
県
児
玉
郡
）

◦
伊
良
湖
シ
ー
パ
ー
ク
＆
ス
パ
賞　

　
三
輪
野　
義
弘（
豊
橋
市
）

◦
中
日
新
聞
社
賞

　
岡
田　
梨
花（
小
塩
津
町
）

◦
東
海
日
日
新
聞
社
賞

　
今
津　
武（
田
原
町
）

◦
東
愛
知
新
聞
社
賞

　
上
田　
瑠
美（
大
阪
府
守
口
市
）

渥美半島観光ビューロー会長賞

『
夕
陽
と
舞
う
』

鈴
木　
健
造（
田
原
町
）

渥美半島観光ビューロー賞

場所 期間
田原文化会館 ～3月13日（金）
サンテパルクたはら 3月13日（金）～31日（火）

令和元年渥美半島フォトコンテスト
入賞作品決定!!

　渥美半島の魅力をテーマに昨年募集した「令和元年渥美半島フォトコンテスト」の入賞作品が、2月6日（木）に行わ
れた審査会において決定しました。ここでは、応募総数111点の中から選ばれた5作品と全入賞者をご紹介します。

《敬称略》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 1004833

◎入賞作品展示

▶渥美半島観光ビューロー☎23-3516

『
満
開
の「
恋
人
の
聖
地
」』

早
瀬　
康
央（
豊
橋
市
）

『
炎
の
コ
ン
パ
ス
』

上
田　
友
彦（
大
阪
府
守
口
市
）

『花の道』
河合　隆虎（芦町）

『夜空を彩る』
早川　幸夫（小牧市）
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受
動
喫
煙
と
は
、た
ば

こ
の
煙
を
自
分
の
意

志
と
関
係
な
く
吸
い
込
ん
で

し
ま
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。

屋
内
で
た
ば
こ
を
吸
う
と
、

た
ば
こ
か
ら
立
ち
上
る
煙

や
、そ
の
人
が
吐
き
出
す
煙

に
含
ま
れ
る
有
害
物
質
が
一

気
に
拡
散
さ
れ
、周
囲
の
人

た
ち
に
も
喫
煙
者
と
同
じ
よ

う
な
健
康
被
害
を
及
ぼ
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。

▪
実
は
危
険
な
副
流
煙

　

た
ば
こ
の
煙
に
は
、た
ば

こ
を
吸
う
人
が
直
接
吸
い
込

む
主
流
煙
と
点
火
部
か
ら
立

ち
上
る
副
流
煙
が
あ
り
ま

す
。実
は
副
流
煙
は
主
流
煙

よ
り
も
多
く
の
有
毒
物
質
が

含
ま
れ
て
お
り
、一
酸
化
炭

素
が
4.7
倍
、ニ
コ
チ
ン
2.8
倍
、

ア
ン
モ
ニ
ア
46
倍
に
も
な
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

▪
受
動
喫
煙
の
健
康
被
害

　
受
動
喫
煙
で
は
、脳
卒
中
、

虚
血
性
心
疾
患
、肺
が
ん
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
発

症
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま

す
。

　

ま
た
、国
内
で
は
受
動

喫
煙
が
原
因
で
年
間
約

１
万
５
千
人
が
死
亡
し
て
い

る
と
い
わ
れ
、中
で
も
脳
卒

中
に
よ
る
死
亡
者
が
ほ
ぼ
半

分
を
占
め
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、本
市
の
喫

煙
率
は
10
年
前
と
比
べ
男
性

は
徐
々
に
減
少
し
て
い
ま
す

が
、女
性
に
は
大
き
な
変
化

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
他
、同
居
家
族
が
い

る
室
内
で
の
喫
煙
の
割
合
も

年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、い
ま
だ
に
な
く
な
ら
な

い
の
が
現
状
で
す
。

健康増進法の一部を改正する法律が平
成30年７月に成立しました。この改正

により望まない受動喫煙を防止するための
取り組みは、マナーからルールへと変わり
ました。
今回は新しい受動喫煙防止のルールにつ
いて紹介します。

▶健康課（市役所）☎23‐3515
▶健康課（あつみライフランド）☎33‐０３８６

なくそう！望まない受動喫煙
～マナーからルールへ～

4か月
1.6歳
3歳

●同居家族が室内で喫煙する割合
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【出典】田原市乳幼児健康診査結果（4カ月・1歳半・3歳児健診時）

男
女

●田原市男女別年次喫煙率
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【出典】田原市国民健康保険特定健康診査結果
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屋外でも家庭でも、
喫煙する際は周囲に配慮を！
（配慮義務）

　受動喫煙は、日
常のさまざまな場
面で起こります。
　子どもたちや周
りへの気遣いによ
って、吸わない人
の健康被害をなく
しましょう。

多くの人が集まる
施設内は禁煙！

　多くの人が利用する
施設、鉄道、飲食店な
どの屋内は、原則禁煙
となります。
　喫煙禁止の場所でた
ばこを吸うと、30 万
円以下の罰則が科せら
れることもあります。
　学校や病院、行政機関などは屋内だけでなく
敷地内も原則禁煙になっています。

喫煙室がある場合、
標識の掲示が義務付け

　所定の条件を満たせ
ば喫煙室を設置するこ
とが可能です。その場
合、右図のような標識
を出入り口などに掲げる
ことが義務化されます。

※標識データは
厚生労働省 HP
からダウンロー
ド可

２０歳未満の方は、
喫煙エリアに入れません！

　健康への影響が大
きい子ども、妊婦、
病気を患っている人
に配慮するため、20
歳未満の人は喫煙エ
リアへの立ち入りが
禁止されます。例え
ば、飲食店などの従
業員が、業務目的で
も喫煙エリアへ立ち入ることはできません。

【田原市における受動喫煙の取り組み】
本市では、『公共施設における受動喫煙防止対策指針・実施手引』を令和元年７月に作成しました。
市 HP に掲載してありますのでぜひ、ご覧ください。
今後も積極的に市の公共施設における受動喫煙防止を図っていきます。

知っていますか？新しい喫煙ルール知っていますか？新しい喫煙ルール
《実施中》
　●喫煙する際の周囲への配慮義務
　●原則敷地内禁煙　※学校、医療機関、児童福祉施設、行政機関など

《令和２年4月～》
　原則屋内禁煙（店舗や飲食店など全ての施設）　※加熱式たばこも対象

具体的には…

1005224

ルール
2

ルール
1

ルール
3

ルール
4
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区分 経験年数
一般行政職 技能労務職

高校卒 大学卒 高校卒

田原市

10 ～ 14 年 22 万 1,700 円 27 万 7,800 円 18 万 2,700 円

15 ～ 19 年 － 33 万 4,500 円 －

20 ～ 24 年 34 万　200 円 36 万 3,400 円 29 万 5,900 円

国

10 ～ 14 年 24 万 4,004 円 29 万 4,395 円 24 万 8,872 円

15 ～ 19 年 28 万 4,945 円 33 万 4,573 円 25 万 8,372 円

20 ～ 24 年 32 万 8,864 円 37 万 2,173 円 27 万 7,318 円

◦職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成 31 年４月１日現在）

住民基本台帳人口
（平成 31 年 3 月 31 日現在） 歳出額（A） 人件費（B）※ 人件費率

（B/A）
６万 2,191 人 290 億 2,155 万 6 千円 59 億 1,035 万 4 千円 20.4％

◦人件費の状況（平成 30 年度普通会計決算）

※特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

職員数
（A）

給与費 １人当たりの
給与費（B/A）給料 期末・勤勉手当 その他手当 計（B）

627 人 23 億 7,871 万 8 千円 9 億 5,999 万 4 千円 6 億 8,232 万 2 千円 40 億 2,103 万 4 千円 641 万 3 千円

◦職員給与費の状況（平成 30 年度普通会計決算）

※一般職の職員の給与で、特別職の給与は含みません。／ 職員数は、平成 30 年 4 月 1 日現在です。／その他手当には、退職手当を含みません。

区分
一般行政職 技能労務職

高校卒 大学卒 高校卒

田原市 14万 8,600 円 18 万　700 円 14 万6,000円

国 14万 8,600 円 18 万　700 円 14 万6,000円

◦職員の初任給の状況（平成 31 年４月１日現在）

※令和元年 12 月の給与改正前の数値です。

◦職員の平均年齢および平均給料月額・平均給与月額の状況（平成 31 年４月１日現在）

区分
一般行政職 技能労務職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

田原市 42.8 歳 32 万 8,400 円 37 万 3,287 円 55.1 歳 29 万 3,100 円 31 万 6,432 円

国 43.4 歳 32 万 9,433 円 41 万 1,123 円 50.7 歳 28 万 7,312 円 32 万 9,380 円

【参考】東三河５市平均 40.6 歳 32 万   165 円 36 万 4,292 円 51.7 歳 29 万 9,053 円 32 万 8,899 円

※数値は、平成 31 年度給与実態調査の数値によるものです。
※一般行政職とは、医療・税務・教育・消防・労務・企業・福祉職以外の一般の事務・技術業務に携わる職員です。
※「平均給与月額」とは、毎月支払われる給与（給料、扶養手当、地域手当、住居手当、管理職手当）の平均です。
※東三河５市平均は、「市町村行財政のあらまし」および各市 HP での公表データなどから算出しています。

市役所職員の給与は、職務の内容、民間との比較、国家公務員や
他市町村とのバランスを図りながら、条例により定められています。

（普通会計は、一般会計および田原福祉専門学校特別会計を合算したものです）

▼人事課 ☎23-7404    23-0180

市職員市職員のの給与給与などの状況を公開しますなどの状況を公開します    
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区分 田原市 国

期末手当
勤勉手当

（平成 31 年度支給割合） ※1

区分 期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

　６月期　 1.30 月分 0.925 月分 1.30 月分 0.925 月分

12 月期 1.30 月分 0.925 月分 1.30 月分 0.925 月分

計 2.60 月分 1.850 月分 2.60 月分 1.850 月分

その他 職制上の段階・職務の級などによる加算措置あり

退職手当
（平成 31 年４月１日現在）

区分 自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 19.6695 月分 24.586875 月分 19.6695 月分 24.586875 月分

勤続 25 年 28.0395 月分 33.270750 月分 28.0395 月分 33.270750 月分

勤続 30 年 34.7355 月分 40.803750 月分 34.7355 月分 40.803750 月分

最高限度額 47.7090 月分 47.709000 月分 47.7090 月分 47.709000 月分
その他の
加算措置 定年前早期退職特例措置（2% ～ 45% 加算）

1 人当たりの
平均支給額 ※2 386 万 1 千円 2,027 万 4 千円

◦職員手当の状況

※ 1　令和元年 12 月の給与改正前の数値です。
※2　退職手当「１人当たりの平均支給額」は、平成30年度中に退職した全職員に支給された額の平均です。

◦特別職の報酬などの状況（平成 31 年 4 月 1 日現在）

※ 1　令和元年 12 月の給与改正前の数値です。
※ 2　特例条例により、平成 27 年 7 月から令和元年６月まで市長給料を上記から 10％減額しています。

区分 職名 給料月額など 期末手当 ※1

給料

市長    93万円 ※2

令和元年度支給割合
年間3.35月分

副市長 76万円

教育長 69万円

報酬

議長 50万円

副議長 43万円

議員 39万円

区分 内容
扶養手当 ◦扶養親族である子　1 万円  　（扶養親族で 16 歳以上 22 歳以下の子：1 人につき 5,000 円を加算）

◦子以外の扶養親族　6,500 円
住居手当

（平成 31 年４月１日現在） 借家の家賃に応じて限度額　2 万 7,000 円

通勤手当
（平成 31 年４月１日現在）

◦交通機関利用者の最高支給限度額　5 万 5,000 円
◦交通用具利用者　自動車などの使用距離に応じて 2,000 円～ 3 万 1,600 円

特殊勤務手当
（平成 30 年度普通会計決算）

◦主な支給対象業務 ：徴収事務、火災救急出動、防疫作業
◦手当の種類：11 種類（危険・困難・不快・不健康な勤務についたときに支給）

職員全体に占める手当支給職員の割合※ 19.5%

支給職員１人当たりの平均支給年額※ 13 万 5,943 円

時間外勤務手当
（平成 30 年度普通会計決算） 職員１人当たり平均支給年額※ 50 万 4,708 円

地域手当
（平成 30 年度普通会計決算）

支給率
田原市 6％

国の制度 6％

職員１人当たり平均支給年額※ 23 万 9 千円

※「職員全体に占める手当支給職員の割合」、「支給職員１人当たりの平均支給年額」並びに「職員１人当たり平均支給年額」は、平成 30 年４月１日
現在の支給職員数により算出しています。
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新
地
方
公
会
計
制
度
に
基
づ
く

平
成
30
年
度
の
財
務
書
類
を
公
表

▪資産の部
1,464億円

▪負債の部
市債など将来世代
の負担額

258億円

▪純資産の部
市税など今までの
世代の負担額

1,206億円

固定資産
道路・施設など

1,236億円

流動資産
現金・預金など

102億円

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
か
か
っ
た
消

費
的
な
支
出
の
内
訳
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
貸
借
対
照
表
の「
純
資
産
の
部
」の
一

年
間
の
変
動
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
現
金
の
流
れ
を
示
し
、ど
の
よ
う
な
活
動

に
資
金
を
使
用
し
た
か
を
表
し
て
い
ま
す
。

本
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、一
年
間
の
現
金
収
支
に
年
度
末
の
資
産
や
負
債

の
状
況
な
ど
を
加
え
て
、企
業
の
決
算
に
準
じ
た
形
で
公
表
し
て
い
ま

す
。総
務
省
が
示
す「
統
一
的
な
基
準
」で
作
成
し
た
、普
通
会
計
の
財
務
書
類
４
表
を
用

い
て
説
明
し
ま
す
。

▼
財
政
課
☎
27‐８
６
０
１

　
表
の
左
側（
資
産
の
部
）に
は
本
市
が
所
有
す
る
資
産
の
種

類
と
金
額
を
、右
側（
負
債
の
部・純
資
産
の
部
）は
そ
の
資
産

を
取
得
し
た
と
き
の
財
源
の
出
ど
こ
ろ
を
示
し
て
い
ま
す
。

Ⓐ経常費用	 290 億円

  　
内
訳

業務費用
人件費・消耗品費など 188 億円

移転費用
社会保障費・補助金など 102 億円

Ⓑ経常収益（使用料・分担金など）	 17 億円

Ⓒ純経常行政コスト（Ⓐ－Ⓑ）	 273 億円

Ⓓ臨時損失	 1 億円

Ⓔ臨時利益	 0 億円

Ⓕ純行政コスト（Ⓒ＋Ⓓ－Ⓔ）	 274 億円

Ⓖ平成29 年度末 純資産残高	 1,211 億円

Ⓗ１年間の変動	 △ 5 億円
　
　

    
内　
訳

Ⓕ純行政コスト △ 273 億円

税収・国庫補助金など 265 億円

資産評価差額など 3 億円

Ⓘ平成 30 年度末 純資産残高	 1,206 億円
　（Ⓖ＋Ⓗ）

Ⓙ平成29 年度末 資金残高	  10 億円

Ⓚ１年間の変動	 14 億円

内
訳

業務活動収支
人件費・物件費・市税など 44 億円

投資活動収支
建設費・基金繰入金など △ 22 億円

財務活動収支
償還金・借入金など △ 8 億円

Ⓛ歳計外現金増減	 0 億円
Ⓜ平成30 年度末 資金残高	 24 億円
　（Ⓙ＋Ⓚ＋Ⓛ）

財
務
書
類
か
ら
分
か
る
こ
と

（
前
年
度
比
）

①
純
資
産
比
率
82・４
％ （+

０・８
％
）

総
資
産
の
う
ち
、負
債
を
除
い
た
純

資
産
の
割
合
で
す
。市
債
の
減
少
な

ど
に
よ
り
、前
年
度
よ
り
も
上
昇
し

ま
し
た
。

②
１
人
当
た
り
市
債
残
高

27
万
８
千
円（
△
１・２
万
円
）

返
済
が
進
み
、市
債
残
高
は
前
年
度

よ
り
も
減
少
し
ま
し
た
。

分析

投資その他資産
基金・出資金など

126億円

貸
借
対
照
表（
Ｈ
31・３・31
現
在
）

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

（
Ｈ
30・４・１
～
Ｈ
31・３・31
）

純
資
産
変
動
計
算
書

（
Ｈ
30・４・１
～
Ｈ
31・３・31
）

資
金
収
支
計
算
書

（
Ｈ
30・４・１
～
Ｈ
31・３・31
）
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※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ

本
市
で
は
温
泉
資
源
を
開
発
・
活

用
し
た
地
域
活
性
化
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

　
１
月
29
日（
水
）に
、温
泉
掘
削
地（
伊
良

湖
宮
下
公
共
駐
車
場
内
）に
て
、施
工
業
者

主
催
に
よ
る
安
全
祈
願
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。１
月
31
日（
金
）か
ら
は
本
格
的
な

掘
削
工
事
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、約
１
年

間
の
掘
削
工
事
の
後
、令
和
４
年
４
月
頃

に
市
内
の
宿
泊
施
設
な
ど
へ
配
湯
開
始
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、今
年
度
は
、観
光
業
に
と
ら
わ
れ

ず
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
者
が
集
ま

り
、温
泉
資
源
を
有
効
活
用
で
き
る
か
温

泉
資
源
活
用
検
討
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、こ
の
資
源
を

活
用
し
、本
市
の
観
光
魅

力
度
の
向
上
を
図
り
、観

光
交
流
人
口
の
拡
大
と
地

域
全
体
へ
の
経
済
波
及
効

果
の
向
上
を
目
指
し
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

※
本
事
業
は
、愛
知
県
の
元
気
な
愛
知
の
市

町
村
づ
く
り
補
助
金（
チ
ャ
レ
ン
ジ
枠
）を
活

用
し
て
い
ま
す

▼
商
工
観
光
課
☎
23‐３
５
２
２

期　間 内　容

１月31日～
令和３年２月末 温泉掘削工事

令和３年11月～
令和４年３月 揚湯設備工事

令和４年４月（予定） 各施設へ配湯開始

た
は
ら
の
魅
力
の
更
な
る
向
上
の
た
め

温
泉
掘
削
工
事
が
開
始
さ
れ
ま
し
た

１
０
０
６
８
３
１

１
０
０
６
８
３
２

日
本
風
景
街
道「
渥
美
半
島
菜
の

花
浪
漫
街
道
」に
あ
る
３
つ

の
道
の
駅（
田
原
め
っ
く
ん
は
う
す・あ
か

ば
ね
ロ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
伊
良
湖
ク
リ

ス
タ
ル
ポ
ル
ト
）が
連
携
し
、サ
イ
ク
リ
ス

ト
の
受
け
入
れ
拠
点
・
次
世
代
観
光
の
情

報
発
信
拠
点
を
目
指
す
取
り
組
み
か
ら
、

国
土
交
通
省
の
実
施
す
る
重
点「
道
の
駅
」

制
度
に
お
い
て
、重
点「
道
の
駅
」と
し
て

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
選
定
は
、中
部
地
方
で
は
唯
一

の
重
点
道
の
駅
に
選
定
さ
れ
て
お
り
、東

三
河
地
方
で
は
、２
例
目
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、風
景
街
道
で
連
携
す
る
３
つ

の「
道
の
駅
」に
お
い
て
、①
ナ
シ
ョ
ナ
ル

サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
受
け
入
れ
環
境
の
整

備
、②
次
世
代
観
光 

体
験
型
観
光「
た
は

ら
巡
り
～
な
」の
情
報
発
信
、③
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
の
受
け
入
れ
環
境
整
備（
訪
日
外
国

人
の
対
応
力
強
化
）と
と
も
に
、④「
日
本

風
景
街
道
大
学
の
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
」の

開
催
に
よ
る
自
転
車
活
用
の
推
進
と
地
元

意
識
・
組
織
の
再
構
築
に
よ
る
道
路
空
間

の
整
備
に
取
り
組
む
た
め
、各
関
係
機
関

と
連
携
し
、企
画
検
討
な
ど
を
実
施
し
、道

の
駅
と
し
て
の
更
な
る
魅
力
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

▼
商
工
観
光
課
☎
23‐３
５
２
２

重
点「
道
の
駅
」に
市
内
３
カ
所
の
道
の
駅
が

選
定
さ
れ
ま
し
た

 ●安全祈願祭であいさつする山下市長

 今後のスケジュール
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　第68回渥美半島駅伝競走大会が渥美半島を舞台
に開催されました。昨年より距離を延ばし男子は渥
美運動公園、女子は赤羽根市民センター西をスター
トし、ゴールの豊橋南高校を目指しました。沿道から
送られる声援を力に変えて、一般男子の部、高校男子
の部、女子の部に分かれ優勝を目指し、どの選手も軽
快な走りを見せていました。

声援を力に
春の渥美半島を力走

2/2
［日］

おいしい給食
地元産の食材

1/27
［月］

　学校給食週間（1/24～30）に合わ
せ、本市産の食材を多く使った給食
が提供されました。赤羽根小学校へ
は山下市長らが招かれ、山下市長は
１年生の児童と会食しました。子ど
もたちは、「好きな食べ物は？」など
いろいろな質問をし、市長との会話
を楽しんでいました。

▲高校男子の部で優勝した豊川高校Aチーム（第５区浅井選手）

▲この日の献立は、三河湾でとれた青のりのみそ汁やメヒカリのフライ、本市産のキャベツや牛乳、
ヨーグルトなどで地元の食材を堪能しました

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
を
決
め
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し
ま
す
！

※
学
年
は
い
ず
れ
も
出
場
時

▪第103回日本陸上選手権大会・室内競技
２０２０日本室内陸上競技大阪大会（大阪府大
阪市［2／1～2］）
◎東部中学校陸上競技部
佐藤俐

り あ

有さん（1年、U16の部女子60m）
［優勝・大会新記録］

▪第16回虫や植物とふれあうコンテスト
◎福江小学校
森下泰

た い せ い

成くん（3年）〔フマキラー大賞〕
自由研究「ぼくが見つけた外来種昆虫」
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　設楽町の園児17名を招き、菜の
花交流を実施しました。これは、豊
川上下流域の交流として平成14年
に始まった行事で、園児に温暖な
渥美半島で一足早い春を感じても
らうため、毎年行っています。園児
たちは菜の花畑の散策やイチゴ狩
りなどを楽しみました。

菜の花でつなぐ
友情の懸け橋

2/7
［金］

▲菜の花畑でキャベゾウと記念撮影をする園児たち

～渥美半島
を元気に！～

元気通信
山下市長の

　菜の花まつりの真っただ中で、半島の
随所に黄色い花が咲き、今月中旬から
サンテパルクたはらでチューリップフェ
アが開催されるなど、渥美半島らしい春
を感じさせてくれています。
　さて、このほど、地方創生の核となる
優れた企画を進めるとして、市内３つの
道の駅が国土交通省の重点施設に選ば
れました。これを契機に、来訪者の利便
性向上のための新たな整備を進めてい
きます。　

　また 、伊
良湖では１
月下旬からいよいよ温泉の掘削も始ま
り、さらに、2月14日には「愛知県観光交
流サミットinたはら」が渥美文化会館で
開催され、観光と地域の力をキーワード
に活発な提言がされました。
　渥美半島の観光を盛り上げようと地
域の皆さんがさまざな分野で頑張って
います。官民が互いに手を携えてしっか
り育んでいきたいものです。

観光の一層の活性化を

　第11回愛知県観光交流サミットinたはらが渥美文
化会館で開催され、約270名が参加しました。「着地型
観光～地域の力で始める観光まちづくり」をテーマに
掲げ、パネルディスカッションでは、市内で実際に体
験プログラムに関わる人たちがパネリストとなり、今
後の更なる観光事業の発展を議論しました。

地域の力で
観光まちづくり

2/14
［金］

▲パネルディスカッションの様子
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市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真（応募時点）

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

▲指導する小川選手

▲模擬試合でバットを持つ小川選手

▲投球フォームを見せる小川選手

　令和元年１２月１５日（土）渥美運動公
園野球場で、田原市ふるさと大使（渥美
半島夢大使）の東京ヤクルトスワロー
ズ・小川泰弘選手、同球団の中村悠平選
手、上田剛史選手、高橋奎二選手を招い
て少年野球教室を開催しました。田原
市スポーツ少年団の子どもたち約150
名が参加し、投手組・捕手組・内野組・外
野組に分かれて指導を受けました。
　小川選手は子どもたちの質問に答
えながら、ボールの握り方や足の踏み
出し方などを一人一人細やかに説明
し、指導していました。「ピッチャーは
キャッチボールが一番大事」「投げると
き膝ではなく、お尻から前に出ていく
イメージでやると、ためができて速い
球が投げられるようになる。そのため
にたくさん走って、食べて、強い下半身
を作ってほしい」とアドバイスを送って
いました。

　小川選手・高橋選手が投手組の終盤に力のこもったピッ
チングを披露し、間近で見る迫力あるプレーに子どもたち
は目を輝かせ、大興奮でした。
　ポジション別練習のあとは、各スポーツ少年団の子ども
たちが守備につき、プロ野球選手と対戦する模擬試合を行
いました。プロ選手が少年野球チームに入って一緒にプ
レーするなど、憧れの選手のプレーを間近で体感でき、子ど
もたちにとって良い経験となったのではないでしょうか。
　小川選手は「お父さん、お母さんがいて、野球ができてい
る。感謝の気持ちを忘れずに、夢を大きく持って努力してい
けば、夢はかなえられるので、野球を楽しんで頑張ってくだ
さい」と力強く語りました。
　選手たちのアドバイスやメッセージを受け止めて、それ
ぞれが夢や目標を持って成長し、小川選手のように夢をか
なえてくれるといいですね。

午前中には、ライアン小川杯争奪学童軟式野
球大会の決勝戦が行われ、田原東部スポーツ
少年団と神戸スポーツ少年団が対戦しまし
た。小川選手も決勝戦を観戦し、表彰式・閉会
式では両チームの健闘を称えました。

杉尾 柚芽ちゃん

3歳
浦町

ゆ　め

牧野桐士くん

1歳
神戸町

とう  じ
伊藤 聡一くん

1歳
石神町

そう いち

1005503

　田原市男女共同参画推進プランⅡの目標「みんなが
自分らしく輝けるまち・たはら」の実現に向けて、男女共
同参画の意識を広く啓発するため、本市では毎年「男女
共同参画フェスティバル」を開催しています。その中で、
昨年一昨年と好評だった男女共同参画をテーマにした
演劇公演を今年も行うため、キャスト・スタッフを募集し
ます。「役者として舞台に立ってみたい」「人と関わり合
いながら何かを作り上げたい」「何かに挑戦してみたい」
と思っている皆さん。田原で自分らしく輝いてみませんか。ご応募をお待ちしています。

【活動内容】男女共同参画フェスティバルで男女共同参画をテーマとした演劇公演の実施
【公演日程】８月23日（日）／1時間程度
【公演場所】田原文化会館 文化ホール
【募集内容】キャスト／スタッフ（照明・音響・大道具・衣装他）　
【応募資格】本市在住または在学・在勤の方（原則）※経験や年齢は問いません。市外の方
もお気軽にお問い合わせください

【稽古日程】５月から週２、３日
【稽古場所】田原文化会館または田原市役所　
【応募方法】4月24日（金）までに企画課で配布する「市民劇団員応募フォーム」に記入の
上、直接・郵送・メールまたはＦＡＸにて（市ＨＰからもダウンロード可）

田原市
男女共同参画
推進懇話会

（事務局）
企画課

☎23-3507
　 23-0669

　   kyoudou@
city.tahara.aichi.jp

［投稿者］

大使発

｢たはら市民劇団員｣を募集します！

田原市ふるさと大使　小川泰弘選手
子どもたちに野球指導！！
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市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真（応募時点）

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

▲指導する小川選手

▲模擬試合でバットを持つ小川選手

▲投球フォームを見せる小川選手

　令和元年１２月１５日（土）渥美運動公
園野球場で、田原市ふるさと大使（渥美
半島夢大使）の東京ヤクルトスワロー
ズ・小川泰弘選手、同球団の中村悠平選
手、上田剛史選手、高橋奎二選手を招い
て少年野球教室を開催しました。田原
市スポーツ少年団の子どもたち約150
名が参加し、投手組・捕手組・内野組・外
野組に分かれて指導を受けました。
　小川選手は子どもたちの質問に答
えながら、ボールの握り方や足の踏み
出し方などを一人一人細やかに説明
し、指導していました。「ピッチャーは
キャッチボールが一番大事」「投げると
き膝ではなく、お尻から前に出ていく
イメージでやると、ためができて速い
球が投げられるようになる。そのため
にたくさん走って、食べて、強い下半身
を作ってほしい」とアドバイスを送って
いました。

　小川選手・高橋選手が投手組の終盤に力のこもったピッ
チングを披露し、間近で見る迫力あるプレーに子どもたち
は目を輝かせ、大興奮でした。
　ポジション別練習のあとは、各スポーツ少年団の子ども
たちが守備につき、プロ野球選手と対戦する模擬試合を行
いました。プロ選手が少年野球チームに入って一緒にプ
レーするなど、憧れの選手のプレーを間近で体感でき、子ど
もたちにとって良い経験となったのではないでしょうか。
　小川選手は「お父さん、お母さんがいて、野球ができてい
る。感謝の気持ちを忘れずに、夢を大きく持って努力してい
けば、夢はかなえられるので、野球を楽しんで頑張ってくだ
さい」と力強く語りました。
　選手たちのアドバイスやメッセージを受け止めて、それ
ぞれが夢や目標を持って成長し、小川選手のように夢をか
なえてくれるといいですね。

午前中には、ライアン小川杯争奪学童軟式野
球大会の決勝戦が行われ、田原東部スポーツ
少年団と神戸スポーツ少年団が対戦しまし
た。小川選手も決勝戦を観戦し、表彰式・閉会
式では両チームの健闘を称えました。

杉尾 柚芽ちゃん

3歳
浦町

ゆ　め

牧野桐士くん

1歳
神戸町

とう  じ
伊藤 聡一くん

1歳
石神町

そう いち

1005503

　田原市男女共同参画推進プランⅡの目標「みんなが
自分らしく輝けるまち・たはら」の実現に向けて、男女共
同参画の意識を広く啓発するため、本市では毎年「男女
共同参画フェスティバル」を開催しています。その中で、
昨年一昨年と好評だった男女共同参画をテーマにした
演劇公演を今年も行うため、キャスト・スタッフを募集し
ます。「役者として舞台に立ってみたい」「人と関わり合
いながら何かを作り上げたい」「何かに挑戦してみたい」
と思っている皆さん。田原で自分らしく輝いてみませんか。ご応募をお待ちしています。

【活動内容】男女共同参画フェスティバルで男女共同参画をテーマとした演劇公演の実施
【公演日程】８月23日（日）／1時間程度
【公演場所】田原文化会館 文化ホール
【募集内容】キャスト／スタッフ（照明・音響・大道具・衣装他）　
【応募資格】本市在住または在学・在勤の方（原則）※経験や年齢は問いません。市外の方
もお気軽にお問い合わせください

【稽古日程】５月から週２、３日
【稽古場所】田原文化会館または田原市役所　
【応募方法】4月24日（金）までに企画課で配布する「市民劇団員応募フォーム」に記入の
上、直接・郵送・メールまたはＦＡＸにて（市ＨＰからもダウンロード可）

田原市
男女共同参画
推進懇話会

（事務局）
企画課

☎23-3507
　 23-0669

　   kyoudou@
city.tahara.aichi.jp

［投稿者］

大使発

｢たはら市民劇団員｣を募集します！

田原市ふるさと大使　小川泰弘選手
子どもたちに野球指導！！
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▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

市
民
活
動
だ
よ
り

市民の
チカラ

地
域
の
話
題

地域の
チカラ

市
民
活
動
団
体
の
活
動
成
果
の
発
表
と

来
年
度
に
期
待
さ
れ
る
活
動
内
容
が
聴

講
で
き
ま
す
！　

　

今
年
度
、市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
促
進
す
る
た
め
の
補
助
金
制
度
を
活

用
し
た
団
体
に
よ
る
事
業
報
告
会
と
、令

和
２
年
度
市
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業
補

助
金
の
公
開
審
査
会
を
開
催
し
ま
す
。各

団
体
の
熱
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や

個
性
溢
れ
る
取
り
組
み
は
、こ
れ
か
ら
市

民
活
動
を
始
め

た
い
、支
援
制

度
を
活
用
し
た

い
と
考
え
て
い

る
方
に
も
大
変

参
考
に
な
り
ま

す
。ぜ
ひ
お
気

軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▪
日
時　

　
３
月
26
日（
木
）午
後
６
時
～　

※
公
開
審
査
会
は
、事
業
報
告
会
終
了
後

に
行
い
ま
す
。

▪
場
所　

　
田
原
市
役
所
南
庁
舎
６
階
講
堂

●
令
和
元
年
度
市
民
協
働
関
連
補
助
金
事

業
報
告
会

【
報
告
対
象
補
助
金
】

・
市
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金

・
新
規
団
体
活
動
補
助
金

【
内
容
】

  

事
業
内
容
、成
果
、今
後
の
事
業
展
開
、

市
や
他
団
体
、事
業
者
と
の
連
携
の
可
能

性
な
ど

●
令
和
２
年
度
市
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事

業
補
助
金
公
開
審
査
会

　

実
施
の
詳
細
は
３
月
13
日（
金
）以
降
、

市
Ｈ
Ｐ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▪
そ
の
他

   

申
込
不
要
、参
加
無
料
、入
退
場
自
由
で

す
。報
告
会
終
了
後
、令
和
２
年
度
市
民
活

動
支
援
制
度
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

１
０
０
１
０
５
２

【
問
い
合
わ
せ
】

企
画
課
☎
23‐３
５
０
７

23‐０
６
６
９

kyoudou@
city.tahara.aichi.jp

田
原
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

１
０
０
１
０
６
１

shim
inkatsudo@

city.tahara.
aichi.jp

　
大
草
校
区
は
本
市
の
南
東
部
に
位
置

し
、南
に
太
平
洋
を
眺
め
、北
に
汐
川
が
流

れ
る
自
然
豊
か
な
地
域
で
す
。令
和
元
年

度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
目
標
を

「
元
気 

大
草
」と
し
、心
身
と
も
に
健
康
で

あ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

昨
年
末
に
は
、本
校
区
出
身
の
吉
居

大や
ま
と和
さ
ん
、駿し
ゅ
ん
す
け恭さ
ん
兄
弟
が
全
国
高
校

駅
伝
で
大
活
躍
し
、仙
台
育
英
学
園
高
校

（
宮
城
県
）を
優
勝
に
導
き
ま
し
た
。本
校

区
民
は
大
い
に
元
気
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

▪「
大
草
の
歴
史
伝
承
物
語
」の
刊
行

　

昨
年
12
月
、市
民
協
働
ま
ち
づ
く
り
事

業
補
助
金
を
活
用
し
て「
大
草
の
歴
史
と

文
化
を
学
ぶ
会
」が
中
心
と
な
り
、「
大
草

の
歴
史
伝
承
物
語
」全
70
ペ
ー
ジ
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。本
校
区
に
は
弥
生
時
代
の

御み
そ
の薗
遺
跡
、平
安
鎌
倉
時
代
の
古
窯
跡
、室

町
時
代
の
武
将
屋
敷
跡
な
ど
史
跡
が
多
く

残
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
ら
を
広
く
紹
介

し
、大
草
の
良
さ
、す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て

も
ら
い
、大
草
を
さ
ら
に
元
気
付
け
る
ヒ

ン
ト
に
し
て
も

ら
い
た
い
と
考

え
ま
し
た
。内
容

は
史
跡
の
紹
介

だ
け
で
な
く
、中
田
恭
一
画
伯
、童
話
作
家

山
田
も
と
さ
ん
、古
老
か
ら
の
仕
事
や
生

活
の
聞
き
取
り
、本
校
区
民
32
名
の
歴
史

物
語
も
含
み
、大
草
の
人
々
が
語
る
歴
史

物
語
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

▪「
大
草
甚じ
ん
く句
」の
発
表

　

大
草
小
は
、平
成
23
年
に
豊
橋
相
撲
甚

句
会
の
協
力
を
得
て
作
成
し
た「
大
草
甚

句
」を
、教
育
活
動
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
、児
童
ら
は
数
多
く
の
場
で
発
表

し
ま
し
た
。穂
の

国
と
よ
は
し
芸
術

劇
場
プ
ラ
ッ
ト
で

開
催
さ
れ
た「
第

十
八
回
小
中
学
生

に
よ
る
芸
能
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」、大

草
の「
宝ほ
う
ど
う
じ
あ
と

憧
寺
跡
お
月
見
会
」、大
草
市
民

館
祭
り
な
ど
で
す
。「
ハ
ー
春
は
花
咲
く
大

草
路　
い
ち
ご
キ
ャ
ベ
ツ
に
舞
う
蝶
の　
そ

よ
風
香
る
メ
ロ
ン
畑
」で
始
ま
る
甚
句
か
ら

大
草
の
す
ば
ら
し
さ
を
再
確
認
し
て
ほ
し
い

と
思
って
い
ま
す
。

※
甚
句
＝
相
撲
場
所
な
ど
で
披
露
さ
れ
る

歌
謡
の
一
形
式

▼
総
務
課
☎
23‐３
５
０
４

大
草

◦「大草甚句」を披露する子どもたち

◦補助金事業報告会の様子
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▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

　“ふわラー”とは、児童会役員が、考えた人権の木の名称です。
みんなが笑顔で生活できるように、言われて笑顔になる「ふわふ
わことば」をたくさん集めた泉小の花（フラワー）の木を作るた
め、２学期から計画を立てました。そして、12月の人権週間で学
んだことをいつまでも継続できるように、1月に全校集会を開
き、この“ふわラー”を作成することになったのです。
　昼休み、体育館に集まった子どもたちは、それぞれが考えてき
た「ふわふわことば」を持ち寄り、1枚の大きな花びらに貼り付

けました。縦割り班の活動だったので、６年生を中心に協
力しながら大きな花びらを作り上げました。それを班長た
ちは、児童会が用意した木の幹に一枚一枚貼り付け人権の
木“ふわラー”が完成しました。最後に、児童会役員が「ふわ
ふわことばをたくさん使い、みんなが笑顔でつながってい
く泉小学校にしましょう」と力強く呼び掛けました。
　長縄大会に向けた縦割り班の練習では、「がんばれ！」「だ
いじょうぶ！」「きっとできるよ！」「ありがとう！」の「ふわ
ふわことば」が、あちらこちらから聞こえてきました。

　本校では、文化祭「田中祭」に、外部の方を講師としてお
招きし、授業ではできない体験講座を開催しています。全
校で希望する生徒を集めて行うもので、今年度は下記の
23講座が開設されました。

　この活動は10数年前からの取り組みで、生涯学習にも
つながる試みです。普段の授業では時間の制約上できな
い発展的なものから、近くにそのような活動をしている
グループがいるのかと驚くようなものまで多種多様な活
動が催されます。講師として来ていただける方も熱心に教
えてくださり、生徒はこの活動をとても楽しみにしていま
す。生徒が卒業して大人になった時に、講師として本校に
来てくれることを期待しています。

　凧作り・生け花・まが玉作り・ニュースポーツ・ハー
バリウム作り・茶道・切り絵・マジック・百人一首・コン
ピュータ・ソーラーライト作り・木の枝鉛筆・筝

そうきょく

曲・フ
ラダンス・囲碁・ギター・小物作り・将棋・お菓子作り・
面白実験講座・堆

ついしゅばし

朱箸・数学パズル・太極拳

「笑顔でつながる泉の輪」
人権の木“ふわラー”作成 泉小学校

「楽しい、面白い」　　
体験講座 田原中学校

◦縦割り班活動で花びらを作成する児童ら

◦完成した”ふわラー”を囲んで記念撮影

◦フラダンス

◦筝曲
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※財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。

表
彰

叙
勲

　
永
年
に
わ
た
る
功
績
を
称
え
ら

れ
、
次
の
方

が
叙
勲
の
栄

に
浴
さ
れ
ま

し
た
。（
敬

称
略
）

▪
旭
日
単
光
章

鈴
木 

藤ふ
じ
お雄（
元
赤
羽
根
町
議
会

議
員
／
地
方
自
治
功
労
／
若
見

町
）

委
員

田
原
市
選
挙
管
理
委
員
会

委
員

　
田
原
市
選
挙
管
理
委
員
の
任
期

満
了
に
伴
い
、12
月
16
日
の
田
原

市
議
会
第
４
回
定
例
会
で
選
挙
が

行
わ
れ
、上
村
ひ
さ
さ
ん（
福
江

町
）、金
田
好
孝
さ
ん（
田
原
町
）、

齋
藤
琇
孝
さ
ん（
吉
胡
町
）、太
田

進
さ
ん（
赤
羽
根
町
）の
４
名
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
委

員
長
に
は
上
村
ひ
さ
さ
ん
が
、
ま

た
、委
員
長
代
理
委
員
に
金
田
好

孝
さ
ん
が
、就
任
し
ま
し
た
。

　

委
員
の
任
期
は
、令
和
６
年
２

月
７
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　

な
お
、同
委
員
の
補
充
員
と
し

て
、白
井
英
俊
さ
ん（
豊
島
町
）、伊

藤
長
代
さ
ん（
六
連
町
）、小
久
保

啓
子
さ
ん（
堀
切
町
）、杉
原
桂
子

さ
ん（
池
尻
町
）が
選
任
さ
れ
て
い

ま
す
。

田
原
市
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
加
藤
均
さ
ん（
田
原
町
）、
山
本

達
夫
さ
ん（
亀
山
町
）の
任
期
が
満

了
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
委
員

と
し
て
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
加
藤
さ
ん
が
令
和
５

年
１
月
10
日
ま
で
の
３
年
間
、
山

本
さ
ん
が
令
和
５
年
２
月
７
日
ま

で
の
３
年
間
で
す
。

イ
ベ
ン
ト

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア

期
日：３
月
14
日（
土
）～　
場
所：

サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら　
内
容：土
・

日
曜
日
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催　

そ
の
他
：
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
の
開
花
時
期
は
、
天
候
・

種
類
に
よ
って
前
後
し
ま
す
。

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

☎
25‐１
２
３
４

25‐１
２
３
５

滝
頭
桜
ま
つ
り

 

１
０
０
３
５
９
４

期
日：４
月
５
日（
日
）　
場
所：
滝

頭
公
園　

内
容：
甘
酒
の
振
る
舞

い
、
餅
投
げ
他

▼
渥
美
半
島
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー

☎
23‐３
５
１
６

22‐２
０
２
６

お
し
ら
せ

加
か

藤
とう

　均
ひとし

さん山
やまもと

本達
たつ

夫
お

さん

委員

齋
さいとうひでたか

藤琇孝さん

委員長代理委員

金
かな だ よ し た か

田好孝さん

委員

太
お お た

田　進
すすむ

さん

委員長

上
うえむら

村ひささん
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は
申
込
不
要

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ

ス
テ
ム
普
及
セ
ミ
ナ
ー

１
０
０
６
８
１
３

テ
ー
マ：
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
地
域
で

共
に
成
長
で
き
る
体
制
の
構
築
を

め
ざ
し
て　
対
象：ど
な
た
で
も

日
時：
３
月
26
日（
木
）午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分　

場
所：
田
原

文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル　

内

容：
基
調
講
演
お
よ
び
幼
保
小
中

高
特
連
携
の
取
り
組
み
報
告　
講

師：（
独
）
国
立
特
別
支
援
教
育
総

合
研
究
所 

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教

令
和
２
年
度
田
原
市
戦
没

者
追
悼
式   

１
０
０
５
４
８
８

日
時：
４
月
10
日（
金
）午
前
10
時

～　
場
所：田
原
市
総
合
体
育
館

そ
の
他：
遺
族
援
護
と
恒
久
平
和

を
祈
念
す
る
た
め
、
市
主
催
で
実

施
／
市
民
ど
な
た
で
も
参
列
・
献

花
が
で
き
ま
す

▼
地
域
福
祉
課

☎
23‐３
５
１
２

23‐３
５
４
５

講
座

生
涯
学
習
連
続
講
座（
前
期
）

「
し
お
さ
い
大
学
」

１
０
０
１
１
２
７

テ
ー
マ：
健
康
づ
く
り
と
生
き
が

い
の
あ
る
豊
か
な
人
生
を
め
ざ
し

て　

対
象：
で
き
る
だ
け
連
続
で

受
講
で
き
る
方（
60
歳
以
上
の
方

優
先
）　
期
日
／
内
容：表
の
通
り

時
間：
原
則
、
午
後
１
時
30
分
～

３
時　

場
所：
田
原
福
祉
セ
ン

タ
ー
他　
定
員：各
60
名
程
度（
抽

選
）　

受
講
料：
無
料（
材
料
費
は

実
費
）　
申
込：３
月
19
日（
木
）ま

で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て（
Ｆ
Ａ

Ｘ
の
場
合
は
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
）／
継
続
受
講

育
シ
ス
テ
ム
推
進
セ
ン
タ
ー
上
席

総
括
研
究
員 

久
保
山
茂
樹
氏

定
員：１
８
０
名
程
度（
先
着
順
）

受
講
料：無
料　
申
込：３
月
19
日

（
木
）ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
子
育
て
支
援
課

☎
23‐３
５
１
３

22‐３
５
４
５

実
務
者
研
修（
通
信
課
程
）

 

１
０
０
３
６
１
７

　
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
を
受
験

す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
研
修
で

す
。
翌
年
１
月
の
試
験
に
向
け
受

験
勉
強
に
集
中
で
き
る
コ
ー
ス
設

定
で
す
。

所
有
資
格
／
受
講
料
／
受
講
期
間

／
ス
ク
ー
リ
ン
グ
日
程：
表
の
通

り
　
ス
ク
ー
リ
ン
グ
会
場：
田
原

福
祉
専
門
学
校　
定
員：40
名（
先

着
順
）　

持
ち
物
：ス
ク
ー
リ
ン
グ

時
は
上
履
き
が
必
要　

申
込：
受

講
開
始
の
前
月
10
日
ま
で
に
田
原

福
祉
専
門
学
校
、
市
・
学
校
Ｈ
Ｐ

に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
直
接
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22‐３
９
３
９

22‐７
３
４
０

期日 内容

4／17金 ちょっとそこまでお山歩コース
～尾村山散策～

5／20水 ふるさと教育センター見学
～考古資料展示室を中心にして～

6／17水 みんなの交通安全
7／15水 日本の伝統工芸つまみ細工を体験しよう！
8／20木 浄化センターの見学へ行こう！

9／15火 田原産の素材を使った料理教室

所有資格 受講料 受講期間
（通信授業）

スクーリング
通学して対面授業

なし 11 万 2,902 円 ５月 1 日～ 10 月 31 日

9 月 2 日～ 10 月 14 日の毎水曜日
（予備日：10月21日（水）、28日（水））

ヘルパー３級 10 万 2,902 円 6 月 1 日～ 10 月 31 日

ヘルパー２級および
初任者研修修了者 9 万 2,902 円 7 月 1 日～ 10 月 31 日
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パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
は
、
交
通
量
や

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
低
減
に
つ
な
が
り

ま
す
。
人
や
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23‐３
５
２
４

22‐３
８
１
１

堆
肥
散
布
に
よ
る
悪
臭
な
ど

の
発
生
防
止
に
ご
協
力
を

１
０
０
４
１
３
８

　
こ
れ
か
ら
夏
場
に
か
け
て
、
農

地
へ
の
堆
肥
散
布
の
時
期
を
迎
え

ま
す
。
昨
年
は
、
近
隣
の
住
宅
や

観
光
施
設
な
ど
か
ら
悪
臭
や
ハ
エ

生
活

便
利
で
お
得
！
田
原
駅
南

公
共
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い　
　

１
０
０
４
３
５
１

　
入
場
後
２
時
間
無
料
で
、
月
極

で
も
利
用
で
き
ま
す
。
お
買
い
物

や
お
食
事
、
駅
で
の
お
迎
え
待
ち

の
際
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
駅
に
近
い
駐
車
場
に
駐

車
し
、
公
共
交
通
で
移
動
す
る

講
座

渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に

日
時：
３
月
11
日（
水
）午
前
８
時

45
分
～
９
時
30
分　

場
所：
崋
山

会
館　

内
容：
渡
辺
崋
山
の
言
葉

４　

講
師：
崋
山
・
史
学
研
究
会

員 

鈴
木
利
昌
氏　
受
講
料：無
料

申
込：当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

な
ど
に
関

す
る
苦
情

が
多
く
寄

せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
堆
肥
を
使
用
す
る
際
に
は
次
の

点
に
注
意
し
、
生
活
環
境
の
保
全

と
水
質
汚
濁
の
防
止
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

▪
完
熟
堆
肥
の
使
用

十
分
発
酵
し
た
悪
臭
を
伴
わ
な

い
完
熟
堆
肥
を
使
用
す
る
。

▪
散
布
後
、
直
ち
に
す
き
込
む

　
散
布
後
、
雨
天
に
よ
り
す
き
込

み
が
で
き
な
い
こ
と
の
な
い
よ

う
、
天
候
に
注
意
す
る
。

▪
生
活
環
境
に
配
慮
を

　
住
居
や
観
光
施
設
に
近
い
農
地

に
散
布
す
る
場
合
は
、
生
活
環

境
に
十
分
配
慮
し
、
悪
臭
は
も

ち
ろ
ん
ハ
エ
な
ど
の
害
虫
、
粉

じ
ん
や
汚
水
が
発
生
し
な
い
よ

う
に
す
る
。

▪
過
剰
な
堆
肥
散
布
を
し
な
い

　
地
下
水
汚
染
の
原
因
に
も
な
る

過
剰
な
堆
肥
散
布
は
や
め
る
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐３
５
４
１

23‐１
８
３
２

▼
農
政
課

☎
23‐３
５
１
７

22‐３
８
１
７

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

４
月
６
日
月
～
15
日
水

１
０
０
３
０
７
４

　

新
年
度
を
迎
え
る
４
月
は
、新

一
年
生
と
な
る
児
童
・
生
徒
や
、

新
社
会
人
に
よ
る
不
慣
れ
な
交
通

環
境
で
の
事
故
が
心
配
さ
れ
ま

す
。
悲
し

い
交
通
事

故
を
な
く

す
た
め
、交

通
安
全
を

遵
守
し
ま

し
ょ
う
。

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
４

23‐０
１
８
０

春
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

県
民
運
動

４
月
１
日
水
～
10
日
金

１
０
０
３
０
７
７

　
特
殊
詐
欺
や
侵
入
盗
な
ど
、
生

活
を
脅
か
す
犯
罪
は
年
々
減
少
し

て
い
ま
す
が
、依
然
と
し
て
身
近

に
あ
り
ま
す
。犯
罪
に
遭
わ
な
い
、

犯
罪
を
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
防
犯

意
識
を
再
度
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
４

23‐０
１
８
０

時間 料金
入場後２時間まで 無料
２～７時間 １時間ごとに100円加算
７～24時間 520円
24時間～ 24時間ごとに520円加算（例：25時間使用で1,040円）
回数駐車券 1,000円（100円券11枚つづり）

プリペイドカード 1,100円券（1,000円）、3,300円券（３，０００円）、
5,500円券（５，０００円）

定期駐車券（月極） 5,230円/月（空き有）

■非行の芽 はやめにつもう みな我が子
～地域ぐるみで有害な環境をなくしましょう～
◎少年の薬物乱用を防止しましょう
　全国的に大麻事犯により検挙・補導さ

れる少年が増加傾向にあるなど、深刻
な社会問題となっています。

◎少年に薬物を乱用させないために
◦家庭では、薬物の危険性、有害性を話し

合いましょう。
◦地域では、薬物乱用を許さない社会を

目指し、機会あるごとに薬物の危険性
を訴えましょう。

◎大麻は違法薬物で
す！

　正しい知識と断る
勇気で、自分の身
を守りましょう。

▶田原警察署☎23-0110
田原警察署だより

T A H A R A
≫田原市のデータ

交通事故発生件数

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

※（　）内の数字は
　2020年の累計

1月

●人身5件（5件）
●負傷6人（6人）
●死亡0人（0人）
●物損100件（100件）

●侵入盗0件（0件）
●乗物盗4件（4件）
●非侵入盗5件（5件）

●火災1件（1件）
●救急220件（220件）

令和2年3月  広報たはら │    │20

INFORMATION おしらせ



「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」を
ご
利
用

く
だ
さ
い　

 

１
０
０
６
７
６
１

　
障
害
が
あ
る

方
に
は
、一
見
、

障
害
が
あ
る
こ

と
が
分
か
り
に

く
か
っ
た
り
、

困
っ
て
い
る
こ

と
を
う
ま
く
伝

え
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る
方
が
い

ま
す
。
一
方
で
、
地
域
な
ど
か
ら

は
「
ど
う
支
援
し
て
よ
い
か
分
か

ら
な
い
」
と
い
う
声
を
耳
に
し
ま

す
。
こ
う
し
た
お
互
い
の
問
題
を

解
消
す
る
た
め
、
本
市
で
は「
ヘ

ル
プ
カ
ー
ド
」を
作
成
し
ま
し
た
。

支
援
が
必
要
だ
と
思
う
方
は
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

対
象：
市
内
在
住
で
支
援
が
必
要

だ
と
思
う
方
な
ら
ど
な
た
で
も　

使
い
方：
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
カ
ー
ド
様

式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事

項
を
記
載
の
上
、
携
帯
す
る　
そ

の
他：カ
ー
ド
は
市
地
域
福
祉
課
、

赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
、
渥
美
支

所
、
田
原
市
障
害
者
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
で
も
配
布

▼
地
域
福
祉
課

☎
23‐３
６
９
７

23‐３
５
４
５

カ
ラ
ス
の
巣
作
り
に
よ
る

停
電
防
止
に
ご
協
力
を

　
毎
年
２
～
５
月
は
、
カ
ラ
ス
の
巣

作
り
時
期
で
す
。
カ
ラ
ス
は
、
巣

作
り
に
金
属
製
ハ
ン
ガ
ー
な
ど
を
使

う
こ
と
が
あ
り
、
電
柱
の
上
に
巣

を
作
る
と
、
漏
電
や
短
絡（
シ
ョ
ー

ト
）で
、
広
範
囲
な
停
電
を
発
生
さ

せ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

▪
停
電
防
止
の
た
め
の
お
願
い

・
金
属
製
ハ
ン
ガ
ー
・
針
金
な
ど

を
放
置
し
な
い

・
鉄
塔
・
電
柱
に
カ
ラ
ス
の
巣
を

発
見
し
た
ら
、
中
部
電
力
へ
連

絡
す
る

▼
中
部
電
力
㈱
田
原
サ
ー
ビ
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

０
１
２
０（
９
８
８
）３
２
８

令
和
２
年
度
田
原
市
観
光
事

業
者
等
提
案
事
業
補
助
金

　
　
　
　

１
０
０
２
１
１
４

対
象：
市
内
在
住
ま
た
は
事
業
所

が
あ
る
個
人
お
よ
び
事
業
者
が
3

名
以
上
で
組
織
す
る
団
体　
対
象

事
業：
観
光
誘
客
や
シ
テ
ィ
セ
ー

ル
ス
の
促
進
の
た
め
の
催
事
、
観

光
客
の
利
便
向
上
や
観
光
に
関
す

る
人
材
育
成
の
た
め
の
調
査
、
研

究
お
よ
び
研
修
な
ど　

募
集
期

間：４
月
１
日（
水
）～
30
日（
木
）

採
択
決
定：
５
月
中
旬　

事
業
開

始：
補
助
金
交
付
決
定
後　

そ
の

他：
事
業
実
施
の
詳
細
は
３
月
23

日（
月
）以
降
、
市
Ｈ
ｐ
に
て

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

寄
付

　
次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま

す
。

▼
12
月
11
日
、
匿
名
希
望
の
方

か
ら
社
会
福
祉
の
た
め
、
白
米

１
５
０
㎏
。

税

固
定
資
産
税
に
か
か
る

閲
覧・縦
覧

１
０
０
０
０
１
８

▪
令
和
２
年
度
固
定
資
産
課
税
台

　
帳
の
閲
覧

閲
覧
場
所：市
役
所
税
務
課

閲
覧
お
よ
び
記
載
事
項
証
明
の
期

間：
４
月
１
日（
水
）か
ら
／
土
・

日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始

を
除
く
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分　

対
象：
①
固
定
資
産

税
の
納
税
義
務
者（
代
理
人
含
む
）

②
土
地
や
家
屋
に
つ
い
て
賃
借
権

（
対
価
が
支
払
わ
れ
る
も
の
に
限

る
）な
ど
の
権
利
を
有
す
る
方
③

固
定
資
産
の
処
分
を
す
る
権
利
を

有
す
る
一
定
の
方（
閲
覧
お
よ
び

記
載
事
項
証
明
は
、
対
象
者
に
か

か
る
固
定
資
産
の
内
、
権
利
の
あ

る
土
地
や
家
屋
に
限
る
）　

持
ち

物：【
本
人（
同
居
親
族
を
含
む
）】

運
転
免
許
証
・
納
税
通
知
書
・
個

人
番
号
カ
ー
ド
な
ど
本
人
確
認
で

き
る
も
の
【
代
理
の
方
】
委
任
状

と
運
転
免
許
証
な
ど
代
理
人
自
身

を
確
認
で
き
る
も
の
【
借
地
・
借

家
人
の
方
】
権
利
関
係
を
示
す
書

面
と
運
転
免
許
証
な
ど
借
地
・
借

家
人
自
身
を
確
認
で
き
る
も
の

【
法
人
従
業
員
の
方
】
法
人
の
代

表
者
印
を
押
印
し
た
委
任
状
と
従

業
員
証
な
ど
従
業
員
自
身
を
確
認

で
き
る
も
の

▪
土
地
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧

　
帳
簿
の
縦
覧

　
納
税
者
が
自
分
の
土
地
・
家
屋

の
価
格
と
近
隣
の
土
地
・
家
屋
の

価
格
を
比
較
で
き
ま
す
。
縦
覧
は

無
料
で
す
。

縦
覧
場
所：
市
役
所
税
務
課　

縦

覧
期
間
：４
月
１
日（
水
）～
６
月
１

日（
月
）／
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分　

対
象：
市
内
に
所
在
す

る
土
地
・
家
屋
の
固
定
資
産
税
納

税
者（
代
理
人
含
む
）　

持
ち
物：

【
本
人（
同
居
親
族
を
含
む
）】
運

転
免
許
証
・
納
税
通
知
書
・
個
人

番
号
カ
ー
ド
な
ど
本
人
確
認
で
き

る
も
の
【
代
理
の
方
】
委
任
状
と

運
転
免
許
証
な
ど
代
理
人
自
身
を

確
認
で
き
る
も
の
【
法
人
従
業
員

の
方
】
法
人
の
代
表
者
印
を
押
印

し
た
委
任
状
と
従
業
員
証
な
ど
従

業
員
自
身
を
確
認
で
き
る
も
の

審
査
申
出
期
間：
固
定
資
産
課
税

台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
に
関
す

る
審
査
の
申
し
出
は
、
４
月
１
日

（
水
）か
ら
、
納
税
通
知
書
の
交

付
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
３
カ

月
を
経
過
す
る
日
ま
で

▼
税
務
課

☎
23‐３
５
１
０

23‐０
１
８
０

広報たはら  令和2年3月│    │21

おしらせ INFORMATION ※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ／市役所への郵送は【〒441-3492　住所不要】



金 土 日

28 29 3/1
親子リトミック
１０：３０～ と保護者
赤ちゃんサロン
9：30～11：30 0歳児と保護
者 ※神戸・大草・東部・六連校区

サンテドーム一般無料開放
（～3月1日日）どなたでも

出張工作教室inすくっと
10:00～ 先着200名

6 7 8
母乳相談
９：30～11：３0 妊産婦や卒乳
を考えている方

おはなし会
15：00～ 
おはなし会 

10：30～ 14：00～

13 14 15 
おはなしポケット
１０：3０～ と保護者

おはなし会
14：00～ 
チューリップフェア スタート

おはなし会
10：30～ 
子ども工作教室

「くるくるチューリップ」
10：00～ 先着150名

20 21 22 大道芸 11：00～
ふうせんプレゼント
10：00～ 以下 先着300名

子ども工作教室
10：00～ 先着150名
妊婦さ～ん集まれ☆
Welcome Baby
10：00～12：00 要事前申込

27 28 ふうせんプレゼント 29
赤ちゃんサロン
9：30～11：30 0歳児と保護
者 ※衣笠・南部校区

10：00～ 以下 先着300名
おはなし会 10：30～ 
パパのための出産準備クラス
９：30～12：00 市内在住で初
めてパパになる方および妊婦

子ども工作教室
「くるくるチューリップ」
10：00～ 先着150名

3 4 ふうせんプレゼント 5
10：00～ 先着300名
おはなし会
15：00～ 
おはなし会  
10：30～ 

子ども工作教室
「くるくるチューリップ」
10：00～ 先着150名

子育て支援センター
▶子育て支援課（市役所内）
☎23‐3513

◆開館時間：9：30～12：00、
13：00～17：00

◆休館日：月曜日（月曜日が祝
日の場合は翌日の火曜日）

◆対象：０～１８歳未満の児童
（小学校入学前の乳幼児は
保護者の付き添いが必要）

田原児童センター
▶田原児童センター
☎23‐4761

1001099

田原市図書館
▶中央図書館
☎23‐4946
▶赤羽根図書館
☎45‐3426
▶渥美図書館
☎33‐1114

さくらルーム
（親子交流館すくっと内）
☎23-1510

◆開放日：水曜を除く毎日
（水曜が祝日の場合は翌
平日・年末年始を除く）

◆時間：【平日】9：00～12：
00、13：00～16：30

　【土・日・祝日】9：00～16：
30

※毎日10：30～手遊び、絵本
の読み聞かせなど実施

なのはなルーム
（伊良湖岬保育園内）
☎38-0760

◆開放日：毎週月曜日～金曜
日（祝日・お盆期間・年末年
始を除く）

※毎月 第3木曜午後休館
◆時間：9：30～12：00、13：

00～15：30
※毎日11：15～手遊び、絵本

の読み聞かせなど実施

共通事項
◆対象：おおむね3歳までの乳

幼児とその保護者
◆利用方法：予約不要
◆出張子育てひろば：赤羽根

福祉センター（毎週火曜日
9：30～11：00）・泉市民館

（毎週金曜日9：30～11：
00）

　次の対象の方は、福祉医療費受給者証の有効期間が３月３１
日（火）で終了します。期限が切れた受給者証は、４月中にご返
却ください。

【対象】［母子家庭等医療費受給者証］平成１3 年４月２日～平
成１4 年４月１日生まれの方およびその保護者［子ども医療費受
給者証］平成１6 年４月２日～平成１7 年４月１日生まれの子ども

【返却方法】保険年金課または赤羽根市民センター、渥美支所
へ直接返却
▶保険年金課☎23‐3514

福祉医療費受給者証の有効期間にご注意を　　　　　  　 １００1192

対  

象
乳児（0～2歳児）
幼児（3～5歳児）

小学生未就園児
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月 火 水 木

24 25 26 おはなし会 ２７
工作「ドリームキャッチャー」  

（～3月1日日）午後 以上
赤ちゃんサロン
9：30～11：30 0歳児と保護
者 ※中部・高松・赤羽根・若戸校区

10：30～ 
親子でおやつ作り 10：00
～11：30 （２～３歳児）と保
護者 先着15組 要予約
場所:あつみライフランド

2 3 4 5
母乳相談
９：30～11：３0 妊産婦や卒乳
を考えている方

［あつみライフランド］

のりもの  
（～6日金）午前 
チャレンジ

「いろいろなパズルに挑戦！」  
（～8日日） 以上

おはなし会
10：30～ 

9 10 11 12
のりもの  

（～13日金）午前 
工作「ハーバリウム」  

（～22日日）午後 以上

おはなし会
10：30～、１１：００～ 

16 17 18 19 子育て相談
赤ちゃんサロン
9：30～11：30 0歳児と保護
者 ※中部・高松・赤羽根・若戸校区

赤ちゃんサロン
9：30～11：30 0歳児と保護者 
※童浦・野田校区
おはなし会 10：30～ 

おはなし会10：30～
 　
お楽しみ会
10：30～11：00 

9：30～12：00
親子でおやつ作り
10：00～11:30 （２～３歳
児）と保護者 先着15組 要予約
母乳相談  ９：30～11：３0 
妊産婦や卒乳を考えている方

23 24 25 ２6
赤ちゃんサロン
9：30～11：30 0歳児と保護
者 ※神戸・大草・東部・六連校区

赤ちゃんサロン
9：30～11：30 0歳児と保護者
※福江・泉中学校区 ［あつみライフランド］

アイデア工作  
（～29日日） 以上

おはなし会
10：30～ 

おはなし会
19：00～ 

30 31 4/1 2
おはなし会
10：30～ 

【対象】市内在住・在勤の方で、理科や科学などに関心のある方、子どもたちと活
動することが好きな方

【開催日時】原則毎月第４土曜日／ 9：00 ～ 11：30
【開催場所】田原文化会館他
【内容】小学５・６年生を対象とした、ものづくり講座の指導の手伝い
【謝礼】規定により支払い
【申込】住所・氏名・生年月日・性別・職業・電話番号を電話・ＦＡＸにて
▶ふるさと教育センター☎36‐6614 36-6970

【田原市少年少女発明クラブHP】 http://www.tbgic.com

田原市少年少女発明クラブ指導員を募集　           　 １００1125

場  

所
渥美図書館
赤羽根図書館
中央図書館

さくらルーム
なのはなルーム

児童センター

サンテパルクたはら
田原市博物館
すくっと

2020 March
イベントカレンダー3月
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市役所内
☎23‐3515　 23‐3810
あつみライフランド
☎33‐0386　 33‐0319

健康課

▪
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
目
へ
の
影
響

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
て
い
る
と
、体

を
動
か
さ
ず
に
ピ
ン
ト
も
常
に
画
面
に
合

わ
せ
た
状
態
が
続
き
、眼
球
の
動
き
が
少

な
く
な
り
ま
す
。乳
幼
児
期
は
特
に
体
を

動
か
す
こ
と
が
重
要
な
時
期
で
す
が
、ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
見
る
こ
と
で
、体
の
動

き
が
制
限
さ
れ
、眼
球
運
動
や
調
整
機
能

の
発
達
を
妨
げ
て
し
ま
い
ま
す
。

●
近
視
へ
の
影
響

　
近
年
、
世
界
的
に
近
視
人
口
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
見
る
対
象
と
の
距
離
が
30

㎝
未
満
だ
と
近
視
が
進
行
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
の

距
離
は
、
大
人
で
も

子
ど
も
で
も
大
体
20

～
30
㎝
前
後
が
目
安

で
す
。
そ
し
て
姿
勢
が
決
ま
る
年
齢
は
、

お
絵
描
き
や
絵
本
を
読
む
２
～
３
歳
頃
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
頃
か
ら
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
見
る
よ
う
に
な
る
と
近
視
に

な
っ
た
り
、
姿
勢
が
悪
く
な
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。　

　
ま
た
、
30
分
以
上
連
続
し
て
近
く
で
見

続
け
る
こ
と
で
、
近
視
の
進
行
を
早
め
る

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
が
、
１
日
２
時

間
、
週
14
時
間
の
外
遊
び
な
ど
で
、
近
視

の
進
行
を
予
防
で
き
る
こ
と
も
分
か
っ
て

き
て
い
ま
す
。
屋
外
で
過
ご
す
こ
と
は
、

近
視
の
進
行
予
防
の
面
か
ら
も
大
切
で

す
。

●
斜
視
と
両
眼
視
機
能
へ
の
影
響

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
目
か
ら
の
距
離
が

近
い
と
両
目
を
ぎ
ゅ
っ
と
寄
せ
て
見
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。近
年
、寄
り
目
の
ま
ま
見

続
け
る
こ
と
で
、内
斜
視
に
な
っ
て
し
ま

う
子
ど
も
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、寄
り
目
が
辛
い
と
片
目
で
見
る

よ
う
に
な
る
た
め
、間
欠
性
外
斜
視
※
が

悪
化
し
た
子
ど
も
や
、片
目
で
長
時
間
見

続
け
る
こ
と
に
よ
り
、立
体
視
な
ど
の
両

眼
視
機
能
の
悪
い
子
ど
も
が
増
加
し
て
い

る
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
長
時
間
使
用
は
視

力
だ
け
で
な
く
、両
目
で
物
を
見
る
機
能

や
、眼
の
位
置
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

※
間
欠
性
外
斜
視
と
は
、外
斜
視
が
出
て

く
る
時
も
あ
れ
ば
出
て
こ
な
い
時
も
あ
る

と
い
う
２
つ
の
状
態
を
合
わ
せ
待
っ
て
い

る
斜
視
の
こ
と

子
ど
も
の
目
の
健
康
と
発
達

▪
視
力
と
目
の
機
能
の
発
達
に
つ
い
て

　
子
ど
も
の
視
力
は
、２
歳
ま
で
に
０・５

く
ら
い
に
発
達
し
、５
歳
頃
に
は
、約
８
割

の
子
ど
も
が
１・０
ま
で
発
達
し
ま
す
。そ

し
て
、６
歳
頃
ま
で
に
成
人
レ
ベ
ル
に
達

し
ま
す
。

　

ま
た
、子
ど
も
は
成
長
と
共
に
視
力
以

外
の
目
の
機
能
も
急
激
に
発
達
し
ま
す
。

人
や
ボ
ー
ル
を
追
い

掛
け
た
り
、跳
ん
だ

り
す
る
よ
う
な
体
を

動
か
す
大
き
な
運
動

の
中
で
、焦
点
を
合

わ
せ
て
見
続
け
る
こ

と（
固
視
）、遠
近
の
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
る

こ
と（
調
節
）、見
た
い
方
向
に
目
を
動
か

す
こ
と（
眼
球
運
動
）が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。そ
し
て
、細
か
い
手
先
の
動
き
と

目
の
協
応
運
動
も
発
達
し
、文
字
を
読
ん

だ
り
、書
き
写
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●❶ ●❸●❷

下腹部がぽっこり出ているのは、腹筋が弱いから
です。さらに、腹筋が弱いと正しい姿勢が保てませ
ん。腹筋をしっかり使う癖を付け、美しい姿勢を保
ちましょう。
スポーツ課☎23-3531

❶膝を直角に曲げて仰向けに寝る。
❷手をお尻の下において、膝を持ち上げる。
❸膝の角度を変えないようにしながら、膝を身体に引き寄せるようにしてお
尻を持ち上げ、②の姿勢に戻す。※下腹部に力が入るように意識する

※②から③を10～15セット行う　

140
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市役所内
☎23‐3515　 23‐3810
あつみライフランド
☎33‐0386　 33‐0319

健康課

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、市役所へご確認の上、受診してください　市役所◦☎22‐1111（代表）

診療時間 医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00 診療時間以外は 渥美病院●☎22‐2131 にお問い合わせの上、受診してください

月　日 当直医 電話番号

3月20日（金・祝） 北山クリニック（農高前） ☎23‐3946
青木歯科クリニック ☎33‐1139

3月22日（日） 朽名医院 ☎33‐0162
伊藤歯科医院 ☎22‐1104

3月29日（日） 國見医院 ☎22‐0756
なかた歯科 ☎23‐1162

4月5日（日）
第2国見医院 ☎23‐2302
ふくい眼科 ☎22‐5878
清栄歯科クリニック ☎33‐0657

月　日 当直医 電話番号

3月1日（日）

河合医院 ☎22‐6133
ふくい眼科 ☎22‐5878
かわさき整形外科クリニック ☎22‐7700
すずき歯科 ☎23‐0033

3月8日（日） 昭和医院 ☎32‐3749
渡辺歯科医院 ☎32‐3561

3月15日（日） ふれあいばし診療所 ☎29‐2500
山内歯科医院 ☎23‐1525

●
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
に
よ
る
睡
眠
へ
の
影
響

　

電
子
機
器
か
ら
出
る
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト

は
、光
量
が
少
な
く
て
も
睡
眠
へ
の
影
響

が
大
き
い
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。夜
遅
く

ま
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
っ
て
い
る
と
ブ
ル
ー
ラ

イ
ト
の
影
響
で
眠
気
が
来

な
く
な
っ
て
し
ま
い
、生

活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
、子
ど
も
に
は
寝
る
前
の
２
時
間
は
、見

せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
乳
幼
児
期
の
目
の
発
達
が
生
涯
の
視
機

能
を
左
右
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。目

の
発
達
は
体
の
成
長
と
関
係
す
る
の
で
、

積
極
的
に
外
で
体
を
動
か
し
さ
ま
ざ
ま
な

経
験
を
積
ま
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、テ
レ
ビ
を
近
付
い
て
見
た
り
、顔

を
傾
け
て
見
た
り
す
る
な
ど
気
に
な
る
場

合
は
、眼
科
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
知
ら
せ
】

▪
２
０
２
０
年
度
版
「
田
原
市
健
幸
カ
レ

ン
ダ
ー
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

健
康
情
報
や
、
各
種
保
健
事
業（
各
種

が
ん
検
診
、
乳
幼
児
健
診
な
ど
）の
日
程
、

当
直
医
な
ど
を
掲
載
し
た
「
田
原
市
健
幸

カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
地
区
自
治
会
を
通
し
て

全
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。健
康
づ
く
り
に
、

ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

　

新
た
に
転

入
さ
れ
た
方

な
ど
に
は
、

市
役
所
、
あ

つ
み
ラ
イ
フ

ラ
ン
ド
、
渥

美
支
所
、
赤

羽
根
市
民
セ

ン
タ
ー
で
も
３
月
16
日（
月
）
以
降
、
配

布
し
て
い
ま
す
。

▪
麻
し
ん
風
し
ん
混
合（
Ｍ
Ｒ
）予
防
接
種

２
期（
２
回
目
）の
接
種
は
お
済
み
で
す
か
？

　

麻
し
ん
風
し
ん
は
、感
染
力
が
極
め
て

強
く
、予
防
接
種
が
感
染
を
防
ぐ
有
効
な

方
法
で
す
。十
分
な
免
疫
を
付
け
る
た
め

に
は
、２
回
の
接
種
が
必
要
で
す
。

　
麻
し
ん
風
し
ん
混
合（
Ｍ
Ｒ
）予
防
接
種

は
、１
歳
児（
１
期
）に
１
回
、小
学
校
就
学

前
１
年
間（
２
期
）に
１
回
の
計
２
回
の
接

種
が
あ
り
ま
す
。

【
１
期
対
象
】１
～
２
歳
未
満

【
２
期
対
象
】小
学
校
就
学
前
の
５
～
６
歳

児（
平
成
25
年
４
月
２
日
～
平
成
26
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）

【
２
期
の
接
種
期
限
】３
月
31
日（
火
）

※
接
種
期
限
を
過
ぎ
て
し
ま
う
と
全
額
自

己
負
担
に
な
り
ま
す
。ま
だ
、接
種
が
済

ん
で
い
な
い
方
は
、期
限
内
に
接
種
し
ま

し
ょ
う

▪
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
定
期
予
防

接
種
は
お
済
み
で
す
か
？１

０
０
４
７
９
１

　

令
和
元
年
度
の
対
象
者
の
方
に
は
、予

診
票
を
昨
年
６
月
末
に
送
付
し
て
い
ま

す
。対
象
と
な
る
期
間
は
３
月
31
日（
火
）

ま
で
に
な
り
ま
す
。こ
の
期
間
を
過
ぎ
る

と
公
費
負
担
の
対
象
者
で
は
な
く
な
り
、

全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
の
で
、接
種

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、期
間
内
に
接
種
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
通
知
を
紛
失
し
た
方
は
、健
康
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

【
対
象
】①
65
歳
、70

歳
、75
歳
、80
歳
、85

歳
、90
歳
、95
歳
、

１
０
０
歳
以
上（
令

和
２
年
3
月
31
日

時
点
の
満
年
齢
）②
60
歳
以
上
65
歳
未
満

で
、心
臓
、腎
臓
、呼
吸
器
な
ど
の
機
能
に

重
度
の
障
害
が
あ
る
方

※
過
去
に
23
価
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
方
は
対
象
外

【
場
所
】市
内
指
定
医
療
機
関

【
自
己
負
担
額
】２
０
０
０
円（
生
活
保
護

世
帯
の
方
お
よ
び
令
和
元
年
度
市
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
は
自
己
負
担
免
除
）

▼
健
康
課

☎
23‐３
５
１
５

23‐３
８
１
０

▲田原市健幸カレンダー

2020年度2020年度
令和2年4月▶令和3年3月令和2年4月▶令和3年3月

健幸とは、「生涯を通じて健康かつ生きがいを持ち、豊かで幸せな生活を営むこと」をいう。

田原市

健幸カレンダー健幸カレンダー

みんなが
幸せを感じて
暮らせるまち

みんなが
幸せを感じて
暮らせるまち
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スイートピー
（花／出荷時期：１１月～３月）

優しい印象の花で、花言葉か
ら３月の卒業シーズンにぴっ
たりです。本市では約２６０万
本出荷されています。

花ことば

門出、優しい思い出

羽衣ジャスミン
（鉢花／出荷時期：１２月～３月）

強い香りのある白い花を咲
かせます。花弁の裏はピン
クや赤色で開花前の蕾もか
わいらしい鉢花です。

花ことば

誘惑

農政課  ☎23-3517

花 鉢

48

今月の 3月の

者
向
け
の
教
室「
は
つ
ら
つ
シ
ニ
ア
体
操
」は
、

介
護
予
防
に
つ
い

て
学
ん
だ
指
導
者

の
も
と
、
適
切
な

運
動
を
教
わ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、「
高
齢
者
福
祉
の
手
引

き
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▪
介
護
予
防
推
進
員
養
成
講
座

　
今
後
、
本
市
で
は
、
介
護
予
防
推
進
員
を
増

や
し
、
よ
り
身
近
な
場
所
で
運
動
に
取
り
組
め

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
次
の
通
り
、全
４
回
の
講
座
を
実
施
し
、

皆
さ
ん
に
も
介
護
予
防
推
進
員
と
し
て
地
域
で

体
操
を
普
及
す
る
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
講
座
で
は
、
高
齢
者
向
け
の
ス
ト
レ
ッ
チ
や

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
脳
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
※

な
ど
高
齢
者
の
集
ま
る
場
所
で
生
か
せ
る
技
術

を
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
な
ど
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
脳
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、
記
憶
力
や
学
習

能
力
な
ど
の
知
的
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
こ
と

「
健
康
寿
命
」
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う

　
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」と
い
わ
れ
て
い
る
昨

今
で
は
、
70
歳
を
超
え
て
働
く
こ
と
を
考
え
て

い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

は
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
健
康
寿
命
と
は
、「
心
身
と
も
に
自
立
し
、

健
康
的
に
生
活
で
き
る
期
間
」の
こ
と
を
指
し
、

２
０
０
０
年
に
Ｗ

Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機

関
）が
提
唱
し
ま
し

た
。

▪
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
は
運
動
が
カ
ギ

　
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
、
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
食
事
や
十
分
な
睡
眠
、
適
度
な
運
動

な
ど
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
特
に
体
を
動
か
す

こ
と
は
、
筋
肉
量
を
増
加
さ
せ
介
護
の
一
因
と

な
る
骨
折
を
予
防
す
る
だ
け
で
な
く
、
認
知
症

や
脳
血
管
疾
患
な
ど
を
予
防
す
る
効
果
も
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

▪
「
は
つ
ら
つ
シ
ニ
ア
体
操
」に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

　
新
た
に
運
動
を
始
め
よ
う
と
し
て
も
一
人
で

は
長
続
き
し
な
か
っ
た
り
、
無
理
を
し
て
体
を

痛
め
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
市
民
館
な
ど
で
実
施
し
て
い
る
高
齢

【
対
象
】
市
内
在
住
で
、
高
齢
者
向
け
の
運
動

な
ど
の
指
導
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方

【
開
催
日
】
５
月
14
日（
木
）、21
日（
木
）、28
日

（
木
）、６
月
４
日（
木
）
全
４
回

※
講
師
の
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す

【
時
間
】
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

【
場
所
】
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階　
大
会
議
室

【
内
容
】
講
義
お
よ
び
体
操
な
ど

【
定
員
】
20
人
程
度

【
費
用
】
無
料

【
持
ち
物
】
筆
記
用
具
、
タ
オ
ル
を
持
参
の
上
、

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
（
昼
食

や
飲
料
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

【
申
込
期
限
】
４
月
30
日
（
木
）

【
申
込
方
法
】
電
話
に
て

▼
高
齢
福
祉
課
長
寿
介
護
係

☎
23‐
３
２
１
７

23‐
３
５
４
５

◆
高
齢
者
福
祉
の
手
引
◆

安
否
確
認
や
配
食
な
ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、介

護
、各
市
民
館
な
ど
で
実
施
し
て
い
る
体
操
教

室
の
情
報
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。市
Ｈ
Ｐ

（

１
０
０
５
６
６
０
）で
検
索
す
る
と
詳
し

い
内
容
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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スイートピー
（花／出荷時期：１１月～３月）

優しい印象の花で、花言葉か
ら３月の卒業シーズンにぴっ
たりです。本市では約２６０万
本出荷されています。

花ことば

門出、優しい思い出

羽衣ジャスミン
（鉢花／出荷時期：１２月～３月）

強い香りのある白い花を咲
かせます。花弁の裏はピン
クや赤色で開花前の蕾もか
わいらしい鉢花です。

花ことば

誘惑

農政課  ☎23-3517

花 鉢

48

今月の 3月の

塩
こ
し
ょ
う
を
か
け
、
混
ぜ
て
4
等
分
す
る

❷
春
巻
の
皮
の
手
前
に
、
縦
に
半
分
に
切
っ
た
チ
ー

ズ
と
、
そ
の
上
に
①
を
乗
せ
、
チ
ー
ズ
で
挟
ん
で

巻
く

❸
皮
の
縁
に
水
と
小
麦
粉
を
溶
い
た
も
の
を
塗
り
、

ぎ
ゅ
っ
と
巻
く

❹
フ
ラ
イ
パ
ン
で
ご
ま
油
を
温
め
た
後
、
③
を
並
べ
、

ふ
た
を
し
て
、
中
火
で
3
分
、
裏
返
し
て
2
分
焼
く

❺
付
け
合
わ
せ
の
パ
セ
リ
を
添
え
て
で
き
上
が
り

▪
調
理
の
ポ
イ
ン
ト

・
キ
ャ
ベ
ツ
に
塩
こ
し
ょ
う
を
か
け
た
ら
、
水
分
の

出
な
い
う
ち
に
春
巻
き
の
皮
で
巻
く

・
火
が
通
り
や
す
い
よ
う
に
平
ら
に
巻
く

▪
キ
ャ
ベ
ツ
の
特
徴

　

キ
ャ
ベ
ツ
は
キ
ャ
ベ
ジ
ン

と
も
呼
ば
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｕ

を
豊
富
に
含
み
、
胃
や
十
二

指
腸
を
健
康
に
保
つ
効
果
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
も
多
く
含

み
、
風
邪
予
防
や
肌
荒
れ
を
防
ぐ
働
き
も
期
待
で
き

ま
す
。

　
保
存
は
、
芯
を
く
り
抜
き
ぬ
れ
た
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー

パ
ー
を
詰
め
、ラ
ッ
プ
で
く
る
む
と
長
持
ち
し
ま
す
。

（
レ
シ
ピ
作
成
者：ベ
ジ
エ
ー
ル
渥
美　
近
藤　
恵
子
）

田
原
市
産
キ
ャ
ベ
ツ
で
元
気
い
っ
ぱ
い
！

　
本
市
で
は
、
昭
和
の
初
め
か
ら
キ
ャ
ベ
ツ
の
栽
培

が
始
ま
り
、
現
在
で
は
市
全
域
で
栽
培
さ
れ
、
国
内

有
数
の
産
地
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ベ
ツ
は
寒
く
な
る
と
甘
み
が
増
し
ま
す
が
、

そ
の
一
方
で
霜
が
大
敵
で
す
。
本
市
で
は
、冬
場「
伊

吹
お
ろ
し
」
と
呼
ば
れ
る
北
西
の
強
い
寒
風
が
吹
き

霜
を
吹
き
飛
ば
し
て
く
れ
る
た
め
凍
ら
ず
に
甘
い

キ
ャ
ベ
ツ
が
育
ち
ま
す
。

　

今
回
は
そ
ん
な
甘
味
た
っ
ぷ
り
の
キ
ャ
ベ
ツ
を

使
っ
た
レ
シ
ピ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
春
キ
ャ
ベ
ツ
と
チ
ー
ズ
の
焼
き
春
巻
】

▪
作
り
方

❶
千
切
り
し
た
キ
ャ
ベ
ツ
と
ベ
ー
コ
ン
を
合
わ
せ
、

【
材
料（
４
人
分
）】

キ
ャ
ベ
ツ 

１
０
０
ｇ
、

プ
ロ
セ
ス
チ
ー
ズ 
４

枚
、
薄
皮
ベ
ー
コ
ン 

50
ｇ
、
春
巻
き
の
皮 

４
枚
、塩 

２ｇ
、こ
し
ょ

う 

少
々
、
ご
ま
油 

大

さ
じ
２
、
小
麦
粉 

大

さ
じ
１
、
水 

大
さ
じ

２
、
パ
セ
リ 

１
枝
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中央図書館  ☎23‐4946   　 tosho@city.tahara.aichi.jp
http://www2.city.tahara.aichi.jp/section/library/

よ  く  よ  む

図書館休館日
  3月▶2日月、９日月、１3日金、16日月、23日月、
          ３０日月
  4月▶6日月、10日金、１3日月、20日月、27日月
※赤羽根のみ4月５日日、１２日日、１９日日、
　２６日日、２９日水・　も休館です。

800 1,000 1,200 1,400 1,600 1,800

［田原市調べ］

（ｔ）

田原市のごみの現状を皆さんにお知らせしていきます。

●市内のもやせるごみ発生量

炭生館計画予定量 1,300ｔ/月

H30年度 11月
R1年度 11月

H30年度 12月
R1年度 12月

H30年度 1月
R1年度 1月 1,277.49

0

4

8

12

16

20
［田原市調べ］

水質は比較的安定してきています。より良い水環境を作っていきましょう。

●三河湾の水質調査結果

CＯＤ（㎎/ℓ）

H29 11月 H30 2月 5月 11月 H31 2月 R1 5月 11月

環境基準◎
馬草湾沖・渥美火力放水口
2㎎/ℓ以下

環境基準◎
三河港大橋・片浜沖
8㎎/ℓ以下

三河港大橋
片浜沖
馬草湾沖
渥美火力放水口

8月 8月

1,213.94

1,354.19

1,353.50

1,296.03

1,259.15

29

　近年、ご自宅に薪ストーブを導入される方が増えてきました。しかし、使い方を誤ると、ご近所の方と
思わぬトラブルになる可能性もあります。
　現在使用している方も、これから導入を考えている方も、以下のことに気を付け、トラブルが起こらな
いようにしましょう。

【薪ストーブの設置を検討されている方へ】
●設置場所を業者などの専門家と慎重に検討してください
　風向きなどを考慮し、近隣の住宅に煙やすすが向かわないようにしましょう。
●煙突は可能な限り真っすぐ、高く施工してください
　煙突が短いと、排気が停滞してしまい、すすや付着物が増えてしまいます。
●ご近所にあらかじめ説明し、ご理解をいただく工夫をしましょう
　非常に大切ですので、必ず行うようにしましょう。ご近所の方に呼吸器系の持病などある場合は、設置
　を取り止める決断も必要です。

【すでに薪ストーブを設置・使用されている方へ】
●点火する時間を検討してください
　ご近所の方が窓を開ける時間や洗濯物を干す時間はできるだけ避けましょう。
●しっかり乾燥させた薪を使いましょう
　湿った薪は不完全燃焼を起こしやすく、煙や臭いが出やすくなります。
●煙突の掃除は定期的に行いましょう
　専門家による定期点検や清掃を依頼しましょう。すすの飛散を防ぎ、火災予防にもなります。

　メリットも多い薪ストーブですが、いつまでも快適かつ安全に使用し続けるためには、使用している人
の知識と努力が必要となります。ちょっとした気遣いや心配りで、トラブルを未然に防ぐことができます。
大切な隣人関係を壊さないためにも、皆さんのご配慮をお願いします。

▼環境政策課☎ 23-3541

薪ストーブの使用にご注意ください
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中央図書館  ☎23‐4946   　 tosho@city.tahara.aichi.jp
http://www2.city.tahara.aichi.jp/section/library/

よ  く  よ  む

図書館休館日
  3月▶2日月、９日月、１3日金、16日月、23日月、
          ３０日月
  4月▶6日月、10日金、１3日月、20日月、27日月
※赤羽根のみ4月５日日、１２日日、１９日日、
　２６日日、２９日水・　も休館です。

『スガリさんの感想文は
　　　　　いつだって斜め上』
平田駒/著　河出書房新社　913/ﾋ

読書感想部顧問となったぼくのもとに
持ち込まれる、女子高生スガリさんの
一風変わった読書感想文とは？ 

◎中央図書館工作教室
「びっくりヘビをつくろう！」
▶日時＝3月26日（木）午後2時～3時30分（予定）
▶場所＝中央図書館　こどもしつ
▶内容＝牛乳パックと輪ゴムを
使って、飛び出すびっくりヘビ
を作ります。
▶対象＝小学生
▶定員＝20人（先着順）
▶参加料＝無料
▶持ち物＝はさみ、スティックのり、セロハンテープ、
定規（15cmくらい）
▶申込＝3月3日（火）午前10時～、市内図書館へ直接、
または電話にて　※本人または家族の方が申し込ん
でください
▶中央図書館　☎23-4946

◎おはなし会の時間変更のお知らせ
　4月から、おはなし会の時間が変更になります。

●渥美図書館
•変更前：第1・2土曜日 午後2時～、第4土曜日 午前10
時30分～
•変更後：第1・2・4土曜日 午前10時30分～

●赤羽根図書館
•変更前：第1土曜日・第3日曜日 午前10時30分～
•変更後：第1土曜日 午前11時～

▶渥美図書館　☎33-1114
　赤羽根図書館　☎45-3426　

さまざまな疑問・質問に司書がお答えするコーナーです。

Ｑ．バラなど、花のジャムの作り方が知りたい。
◎調べるキーワード

「ジャム」「バラ」「花」
A．料理や植物の棚、食や農業の情報を調べるこ
とができるデータベース「ルーラル電子図書館」
で資料を探したところ、『おいしいジャムＢＯＯ
Ｋ』にはバラのジャム、『現代農業 2015年7月
号』にはツバキ
のシロップ煮の
作り方が見つか
りました。

◎調べたツール
「ルーラル電子図書館」　農山漁村文化協会
※ご利用は、図書館カウンターでお尋ねください

『おいしいジャムＢＯＯＫ』　
飯田順子/著　主婦の友社　596.3/ｲ　　

『ジャムコンポートシロップＭＡＧＩＣ』　
下迫綾美/著　日東書院本社　596.3/ｼ

『現代農業　2015年7月号』　
農山漁村文化協会

『クラバート』
オトフリート＝プロイスラー/著　中村浩
三/訳　偕成社　943/ﾌﾟ

魔法使いの弟子になった少年は、愛と
自由のため過酷な労働と死の影に立
ち向かう。ダークファンタジーの名作。

▲びっくりヘビ

●中央図書館
 一　般▶3月14日土～4月9日木	 「ゲームで遊ぼ！」
 子ども▶～4月9日木	 「新しい世界へ
	   旅立とう！」

●赤羽根図書館
 一　般▶3月14日土～4月9日木	 「シンプルな暮らし方」
 子ども▶3月14日土～4月9日木	 「なかま」

●渥美図書館
 一　般▶3月14日土～4月9日木	 「暮らしかた」
 子ども▶3月14日土～4月9日木	 「おやつのじかん」
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の
武
士
の
一
人
で
、
後

醍
醐
天
皇
に
忠
義
を
尽

く
し
た
人
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
う
言
わ
れ
る
ゆ
え

ん
に
な
っ
た
お
話
は『
太

平
記
』に
あ
り
ま
す
。
戦

で
北
条
家
に
敗
れ
た
後

醍
醐
天
皇
が
隠お

き岐
（
現

在
の
島
根
県
）
に
流
さ
れ
る
途
中
の
岡
山

県
あ
た
り
を
通
っ
て
い
る
時
の
こ
と
で

す
。
高
徳
は
後
醍
醐
天
皇
を
助
け
よ
う
と

軍
を
率
い
て
迎
え
討
と
う
と
し
ま
し
た

が
、
天
皇
の
護
送
経
路
が
予
想
し
た
も
の

と
違
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
戦
が

仕
掛
け
ら
れ
な
い
状
況
に
な
り
、
結
果
、

軍
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
い
、
失
敗

に
終
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
徳
は
天

皇
奪
還
を
諦
め
ず
、
幽
閉
さ
れ
て
い
る
屋

敷
に
忍
び
込
み
ま
し
た
が
、
警
備
が
厳
重

で
助
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
帰
り
際
に
、
高
徳
は
近
く
に
あ
っ
た
桜

の
木
に
「
天
莫
空
勾
践　

時
非
無
范
蠡

（
天
、
勾こ

う
せ
ん践
を
空む
な
し
ゅ
う
す
る
こ
と
莫な
か
れ
。

時
に
范は
ん
れ
い蠡 

無
き
に
し
も
非あ
ら
ず
）」
と
い
う

十
文
字
の
漢
詩
を
彫
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

中
国
の
話
に
由
来
す
る
も
の
で
、「
今
は

難
し
く
て
も
必
ず
ま
た
助
け
に
来
ま
す
」

田
原
藩
藩
主　

三
宅
家
の
ご
先
祖
様　
児
島
高た

か
の
り徳

　
田
原
藩
は
寛
文
四
（
１
６
６
４
）
年
か

ら
２
３
１
年
も
の
長
い
間
、
三
宅
家
が
藩

主
と
し
て
治
め
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
こ

の
三
宅
家
の
ご
先
祖
様
と
い
わ
れ
る
児
島

高
徳
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
児
島
高
徳
が
三
宅
家
の
ご
先
祖
様
だ
と

い
う
こ
と
は
『
三
宅
氏
由ゆ
ら
い来
並な
ら
び

系け
い
ふ譜
』

や
『
三
宅
氏
御お
ん
け
い
ふ

系
譜
』
に
見
ら
れ
ま
す
。

高
徳
は
鎌
倉
時
代
末
の
元
弘
の
乱
で
、

後ご
だ
い
ご
醍
醐
天
皇
に
応
じ
て
挙
兵
し
た
南
朝
側

と
い
う
意
味
を
持
つ
も
の
で
し
た
。
こ
の

話
を
知
っ
て
い
た
天
皇
は
隠
さ
れ
た
意
味

が
分
か
り
、
微
笑
み
ま
し
た
が
、
天
皇
を

捕
ら
え
て
い
る
武
士
た
ち
は
意
味
が
分
か

ら
ず
騒
ぐ
だ
け
で
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
こ
の
高
徳
の
話

が
人
々
の
心
を
打
ち
、
浮
世
絵
な
ど
で
描

か
れ
、
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
実
は
、
こ
の
高
徳
に
関
し
て
田
原
藩
の

家
老
で
あ
っ
た
渡
辺
崋
山
も
大
き
く
関
係

す
る
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
文
政
十

（
１
８
２
７
）
年
に
田
原
藩
十
代
目
藩
主

が
亡
く
な
っ
た
際
、
田
原
藩
は
当
時
大
変

貧
乏
で
あ
っ
た
た
め
、
裕
福
な
姫
路
城
主

の
息
子
を
藩
主
に
し
、
そ
の
持
参
金
で
貧

困
を
何
と
か
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
り

ま
し
た
。
崋
山
た
ち
は
忠
義
の
人
と
名
高

い
高
徳
の
血
が
絶
え
て
し
ま
う
こ
と
を
惜

し
み
、
亡
く
な
っ
た
藩
主
の
異
母
弟
に
当

た
る
三
宅
友と

も
の
ぶ信
を
次
の
藩
主
に
推
し
ま
し

た
。
結
果
、
半
ば
強
引
に
姫
路
城
主
の
息

子
で
あ
る
三
宅
康や
す
な
お直
が
十
一
代
目
藩
主
に

な
り
ま
し
た
が
、
交
換
条
件
と
し
て
、
康

直
の
娘
と
友
信
の
長
男
を
結
婚
さ
せ
、
そ

の
息
子
で
あ
る
康や
す
よ
し保
に
継
が
せ
よ
う
と
取

り
次
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
康
保
が
十
二

代
目
藩
主
に
な
り
、
高
徳
の
血
は
絶
や
さ

れ
ず
守
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
の
研
究
で
は
、
児
島
高
徳
は
実
在

し
な
か
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
に
三
宅
家
の
ご
先
祖
様
と
い
わ

れ
る
高
徳
の
血
を
絶
や
さ
ん
と
奔ほ
ん
そ
う走
し
た

崋
山
た
ち
が
い
た
こ
と
を
思
う
と
、
高
徳

と
い
う
存
在
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
を

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
博

物
館
の
近
く

の
巴
江
神
社

に
児
島
高
徳

が
祭
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
高

徳
に
会
い
に

巴
江
神
社
に
お
参
り
に
行
く
の
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。　
　
　

   

（
学
芸
員　
浅
野
ま
り
な
）

▲桜の木の前で祈る児島高徳
　月岡芳年筆 「雨中月」（明治22年）より
　田原市博物館蔵

▲巴江神社
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広報秘書課 ☎２2-0138

ティーズチャンネルで放送中
デジタル

ch12 放送日 内　容

～3/12木
TAHARA ぐるっと農業フェスタ

渥美半島駅伝

3/12木～3/26木
ロゲイニング in 伊良湖

観閲式

3/26木～4/9木
鳥羽 vs 伊良湖 勝つのはどっち？

ディスクドッジボール大会

◦街角ネットたはら

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

1001689

◦たはら市政番組のバックナンバーは
　　　　　インターネットでも視聴可能です！

広報たはら  令和2年3月│    │31



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賃
借
料
を
決
め
る
目
安
に

　

 

農
地
の
賃
借
料
情
報
を
提
供
し
ま
す

　
平
成
31
年
１
～
12
月
に
締
結
さ
れ
た
賃

借
料
水
準
は
、
次
の
通
り
で
す
。
市
全
体

の
平
均
と
、
各
地
域
の
実
勢
に
合
っ
た
金

額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
米
な
ど
の
収

穫
物
に
よ
る
支
払
い
案
件
は
含
ま
ず
／
全

案
件
の
う
ち
、平
均
額
を
大
き
く
上
回
る
、

ま
た
は
下
回
る
案
件
は
除
く
）

※
こ
の
賃
借
料
は
あ
く
ま
で
参
考
額
で
す
。

実
際
の
賃
借
料
を
決
め
る
際
は
、当
事
者
間

の
話
し
合
い
で
決
定
し
て
く
だ
さ
い

60 令和２年 3 月

☎23-3519／FAX22-3817
 1001917

農
地
の
貸
し
借
り
は
農
業
委
員
会
で

手
続
き
を
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　
農
地
法
で
は
、
農
地
の
貸
し
借
り
は
農

業
委
員
会
を
通
し
た
手
続
き
を
行
っ
た
場

合
の
み
、
契
約
と
し
て
有
効
に
な
る
と
定

め
ら
れ
て
お
り
、
書
面
で
期
間・賃
借
料・

支
払
い
条
件
な
ど
の
契
約
内
容
を
示
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
、
実
際
に
は
お
互
い
の
話
し
合
い

で
農
地
の
貸
し
借
り
を
決
め
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
法
令
上
有
効

な
契
約
に
な
ら
な
い
た
め
、
台
風
な
ど
の

災
害
で
借
り
て
い
る
農
地
に
あ
る
温
室
が

破
損
し
て
も
、
国
や
県
な
ど
の
支
援
事
業

の
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
契
約
の
内
容
や
土
地
の
利
用
方

法
を
巡
っ
て
争
い
が
生
じ
た
と
し
て
も
、

法
令
上
有
効
で
は
な
い
た
め
、
双
方
の
権

利
が
保
護
さ
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
も
、

農
地
の
貸
し
借
り
を
行
う
場
合
に
は
農
業

委
員
会
で
手
続
き
を
行
う
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

◦田（水稲）の部		  　　  （10a 当たり）

◦畑（ハウス敷地）の部			   　 （10a 当たり）◦畑（普通畑）の部	  	            　（10a当たり）

地域 最低額 最高額 平均額

田原地域 20,000 円 81,800 円 41,900 円

赤羽根地域 21,200 円 111,600 円 40,400 円

渥美地域 19,900 円 74,500 円 39,800 円

田原市平均 39,600 円

地域 最低額 最高額 平均額

田原地域 5,700 円 25,800 円 17,500 円

赤羽根地域 9,500 円 32,400 円 19,200 円

渥美地域 10,000 円 31,600 円 20,500 円

田原市平均 18,900 円

地域 最低額 最高額 平均額

田原地域 4,800 円 14,000 円 8,000 円

赤羽根地域 5,000 円 15,400 円 10,100 円

渥美地域 5,000 円 10,700 円 6,500 円

田原市平均 8,400 円
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菜
園
生
活
ス
タ
ー
ト
を
応
援
し
ま
す

―
農
地
を
借
り
る
要
件
が
緩
和
！
―

　
こ
れ
ま
で
農
地
を
借
り
る
に
は
、
借
受

後
に
自
己
所
有
地
と
合
わ
せ
て
50
ａ
以
上

の
耕
作
面
積
が
必
要
で
し
た
が
、
３
月
１

日
か
ら
、
こ
の
面
積
を
下
回
っ
て
い
て
も

農
地
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
改

め
ま
し
た
。

　
新
し
い
要
件
は
次
の
通
り
で
す
。

①
新
規
就
農
者
（
青
年
等
就
農
計
画
の
認

定
を
受
け
た
方
）　
30
ａ
以
上

②
市
内
在
住
で
農
業
経
験
の
あ
る
方

　
（
例:

活
き
活
き
農
業
セ
ミ
ナ
ー
修
了

者
）　
10
ａ
以
下

　
①
・
②
と
も
借
り
る
際
に
は
他
に
要
件

が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

豊
橋
市
・
豊
川
市
農
業
委
員
会
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

１
月
30
日

（
木
）、豊
橋
市・

豊
川
市
農
業
委

員
会
と
の
意
見

交
換
会
が
、
田

原
市
役
所
で

開
催
さ
れ
ま
し

た
。
豊
橋
市
か

ら
23
名
、
豊
川
市
か
ら
13
名
、
本
市
か
ら

17
名
の
農
業
委
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
①
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
活
動
②
農
地
の
利
用
・

各
地
域
に
お
け
る
今
後
の
農
業
な
ど
に
つ

い
て
、
現
状
と
課
題
、
今
後
の
対
策
を
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

ど
の
グ
ル
ー
プ
も
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
、
多
く
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
①
に
つ
い
て
は
、
委
員
相
互
の
情
報
共

有
を
強
化
、
地
元
の
声
を
聴
く
機
会
を
つ

く
る
、
②
に
つ
い
て
は
、
後
継
者
を
確
保

す
る
た
め
に
、
親
が
魅
力
あ
る
農
業
を
行

い
子
ど
も
に
伝
え
る
、
収
益
の
上
が
る
農

業
、
休
日
を
設
け
る
経
営
、
農
地
の
活
用

に
関
す
る
制
度
を
Ｐ
Ｒ
し
て
荒
地
の
解
消

を
図
る
こ
と
な
ど
、
他
に
も
多
数
の
意
見

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各

市
の
現
状
や

抱
え
て
い
る

問
題
な
ど
の

情
報
を
共
有

す
る
こ
と
も

で
き
ま
し

た
。
５
年
後
、

10
年
後
の
地

域
の
農
業
を

守
っ
て
い
く
た
め
の
真
剣
な
話
し
合
い
が

行
な
わ
れ
、
農
業
を
支
援
す
る
委
員
に

と
っ
て
実
り
あ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
情
報
と
い
う
肥
料
」
を
あ
な
た
に

　
全
国
農
業
新
聞
か
ら
「
情
報
と
い
う
肥

料
」
を
吸
収
し
て
、
も
う
か
る
農
業
と
豊

か
な
農
村
の
実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
全
国
農
業
新
聞
は
、
毎
週
金
曜
日
に
発

刊
さ
れ
る
農
業
専
門
紙
で
、
農
業
者
に
必

要
で
役
立
つ
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

▪
購
読
料

　
月
額
７
０
０
円

▪
申
込

　
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
電
話
に
て

　今回は堀切町の山田壮
そういちろう

一朗さ
んを紹介します。
　山田さんは昨年5月に新規就農
し、約6400㎡の畑で主にキャベ
ツ、オクラを栽培しています。基本
的に一人で働いていますが、忙しい
ときはご両親が手伝ってくれます。
　静岡県湖西市出身の山田さん、
実家は農家ではありませんでした
が、母方の祖父母が堀切町でメロ

ンの栽培や販売をしていたことから、子どものころから農業に触
れる機会はたくさんありました。
　直接の就農の契機となったのは大学卒業後、時々祖母宅に
通って手伝い、農業の楽しさを見いだしたためです。そして、祖母
や親戚の方に技術を教えてもらい、自ら農業経営を始めました。
　山田さんに農業の魅力を聞いてみると、自分の手で最初から
最後まで仕事をやり通せることだとのことです。今後は経営面積
を1haまで増やし、事業の安定を図りたいと意欲的に話してくれ
ました。

～新規就農者を紹介します～

vol.
2

 ●グループ討論の様子

 ●意見交換の発表の様子
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１
月
23
日
（
木
）
に
名
古
屋
市
消
防
学

校
（
名
古
屋
市
守
山
区
）
に
て
、
愛
知
県

警
防
技
術
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
警
防
技
術
交
換
会
は
日
頃
か
ら
行
っ

て
い
る
訓
練
の
中
か
ら
、
防
火
衣
の
着
装

や
ホ
ー
ス
の
延
長
方
法
、
三
連
は
し
ご
の

取
り
扱
い
な
ど
の
基
本
的
な
消
防
活
動
の

技
術
を
愛
知
県
内
の
消
防
本
部
同
士
で
交

換
す
る
場
で
、
消
防
活
動
に
必
要
な
技
術

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
交
換
会
は
３
名
１
組
で
行
わ

れ
、
安
全
性
と
確
実
性
の
評
価
に
訓
練
の

所
要
時
間
を
併
せ
た
競
技
会
方
式
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

愛
知
県
内
38
組
が
交
換
会
に
参
加
し
、

本
市
は
渥
美
分
署
か
ら
１
組
が
参
加
し
、

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
渥
美
半
島
の
青
い
空
と
青
い
海
を
ベ
ー

ス
と
し
、
オ
レ
ン
ジ
色
で
縁
取
り
を
施
し

ま
し
た
。
中
央

に
緊
急
通
報
の

「
１
１
９
」
を
記

し
、
緊
急
通
報

を
周
知
し
て
い

ま
す
。
上
部
の
「
レ
ッ
ド
フ
ラ
グ
（
赤
い

旗
）」
は
消
防
車
の
赤
色
を
イ
メ
ー
ジ
し
、

中
央
の
「
消
防
マ
ー
ク
」
は
ど
ん
な
色
と

も
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
白
色
と

し
、
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
と
い
う
思
い

を
込
め
ま
し
た
。

　

下
か
ら
上
に
立
ち
上
が
る
葉
模
様
は

「
月
桂
樹
」
で
花
言
葉
は
栄
光
と
栄
誉
、

茎
の
部
分
を
結
ぶ
こ
と
で
協
力
と
絆
を
表

現
し
、
協
力
と
絆
の
力
で
任
務
を
遂
行
す

る
と
い
う
思
い
を
込
め
ま
し
た
。

　
「
バ
ッ
ク
の
虹
」は
田
原
市
の
夢
、希
望
、

幸
福
、
先
人
た
ち
の
万
感
の
思
い
を
込
め

た
道
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
中
に
お
け
る
市
内
の
火
災
・

救
急
・
救
助
事
案
の
出
動
件
数
は
下
表
の

通
り
で
す
。

　
火
災
出
動
件
数
は
27
件
、
救
急
出
動
件

数
は
２
４
２
４
件
、
救
助
出
動
件
数
は
26

件
で
し
た
。
前
年
よ
り
火
災
出
動
件
数
は

３
件
、
救
急
出
動
件
数
は
65
件
、
救
助
出

動
件
数
は
16
件
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

ひ
と
つ
ず
つ

　い
い
ね
！
で
確
認

　火
の
用
心

消太

救子

春
号

火　災 救　急 救　助
種別 R1年 前年比 種別 R1年 前年比 種別 R1年 前年比
建物 13 △ 1 急病 1646 △ 49 交通 7 △ 5
車両 2 1 一般 370 8 水難 11 △ 7
船舶 0 0 交通 153 △ 13 機械 0 △ 3
林野 0 △ 2 労災 38 6 火災 0 0

その他 12 △ 1 その他 217 17 その他 8 △ 1
合計 27 △ 3 合計 2424 △ 65 合計 26 △ 16

▪田原市管内の出動件数（令和元年消防統計） ※△は減少

消
防
統
計（
令
和
元
年
）

令
和
元
年
度
愛
知
県
警
防

技
術
交
換
会　
開
催

ご
存
じ
で
す
か
。田
原
消
防

の
標
章
に
込
め
た
思
い

❶防火衣着装訓練

❹放水訓練 ❺呼吸器着装訓練

❷ホース延長訓練 ❸三連はしご取り扱い訓練

❻エンジンカッター訓練

▲標章

令和2年3月  広報たはら │    │34



▼
消
防
署

☎
23‐４
０
７
５

23‐２
４
４
０

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

て
い
る
島

⑧
独
特
の
匂
い
で
チ
ヂ
ミ
や
餃
子
な

ど
の
料
理
に
欠
か
せ
な
い
葉
野
菜

〈
ヨ
コ
の
カ
ギ
〉

①
漆
器
を
装
飾
す
る
職
人

④
屋
根
や
壁
に
使
わ
れ
る
亜
鉛
メ
ッ

キ
鋼
板

⑥
絵
を
描
く
の
を
職
業
と
す
る
人

⑧
ト
リ
肉
っ
て
何
の
肉
？　

⑨
表
の
反
対

⑩
人
の
思
い
や
努
力
で
は
ど
う
し
よ

う
も
な
い
巡
り
合
わ
せ
の
こ
と　

▼
賞
品
＝
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

田
原
市
防
火
協
会
か
ら
記
念
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

▼
締
切
り
＝
３
月
31
日（
火
）※
消
印

有
効

▼
発
表
＝
賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
発

表
と
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
答
え
と
郵

便
番
号・住
所・氏
名・年
齢・職
業・電

話
番
号・消
防
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。多
数
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
宛
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２（
住

所
不
要
）消
防
署「
消
防
か
わ
ら
版
」

【
冬
号
の
答
え　
レ
ス
キ
ュ
ー
】

（
応
募
総
数
49
通
中
、正
解
42
通
）

〈
タ
テ
の
カ
ギ
〉

①
江
戸
時
代
に
町
火
消
が
用
い
た
旗
印
の一種

②
日
の
出
る
ほ
う
に
向
か
っ
て
左
の
方
角

③
魚
の
ひ
れ
の
基
部
に
あ
る
骨・肉

⑤
甘
み
が
強
く
、香
り
も
芳
醇
。黄
緑
色
リ
ン

ゴ
の
代
表
格

⑦
陸
地
や
他
の
島
か
ら
一
つ
だ
け
遠
く
離
れ

カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め
た
ら
、Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
の
順
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

▪
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
と
は
？

　

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
、

自
分
の
家
庭
は
自
分
で

守
る
！
を
合
言
葉
に
、
家

庭
で
の
出
火
防
止
や
被

害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
、

地
域
に
防
火
思
想
を
普

及
す
る
こ
と
を
目
的
に

結
成
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

　
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
は
、
仕
事
を
持
つ

主
婦
を
中
心
に
、17
名
（
１
月
１
日
現
在
）

の
皆
さ
ん
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

▪
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

　

保
育
園
な
ど
で
の
花
火
指
導
や
高
齢
者

宅
の
防
火
点
検
な
ど
に
参
加
す
る
他
、自
己

啓
発
と
し
て
防
火・防
災
に
関
す
る
研
修
会

や
救
命
講
習
な
ど
を
受
講
し
て
い
ま
す
。

　
女
性
な
ら
で
は
の
き
め
細
や
か
な
目
線

か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
防
火
・
防
災
の

知
識
を
広
め
て
い
ま
す
。

▪
参
加
で
き
る
日
が
限
ら
れ
て
し
ま

う
け
ど
大
丈
夫
？

　
ク
ラ
ブ
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
で
す
の

で
、
ご
都
合
に
合
わ

せ
て
気
軽
に
参
加
で

き
ま
す
。
入
会
時
の

条
件
も
特
に
あ
り
ま

せ
ん
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、予
防
課
予
防
危
険

物
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
予
防
課

☎
23‐４
０
７
４

⑧

⑤

②

④

⑥

①

⑩

B ⑦C

③A

⑨D

田
原
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

復刻版

◦火災報知器点検の様子

◦女性防火クラブの皆さん
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自分の顔をよく観察し、暖馬くんそっくり
のすてきな作品になりましたね。

初めて版画をやったよ。コロ
コロするのが楽しかったよ。

 じ  ぶん      かお                かん さつ         はる  ま

丁寧に和紙を貼り、すてきな着物のかわ
いいおひな様ができましたね。

てい ねい        わ   し         は                                   き  もの

評

小中山保育園

小川菜々子さん（6歳）

小中山保育園

山本暖馬くん（5歳）

顔の表情から、大きく
育ったサツマイモを力
いっぱい掘っている様子
が伝わってきます。

評構図を工夫し、三原色を
使って、細かな色まで丁
寧に表現することができ
ました。

評 福江小学校1年

荒木陽斗くん
　はる    と 

折り紙を貼るのを頑張った
よ。かわいく顔が描けたよ。

福江小学校6年

石倉苺奈さん
まい    な

水彩画

 　　　    　  

クレヨン画

 　　　　　　　　　　  さま　　　
評

  お       がみ        は　　　　　　   がん  ば  

　　　　    

  は る 　  ま

松本
貴子
先生

　　　　　　 

   な     な     こ

　　　　　　              かお       か 　　　　　　　　　   　たの 

はじ             はん   が

伊藤
志畝
先生

　　　　　　　　　    さく ひん

見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

イ
ラ
レ
内
ル
ビ
の
ズ
レ
に
注
意

イ
ラ
レ
内
ル
ビ
の
ズ
レ
に
注
意

●人口と世帯数（令和2年2月1日現在）

●行政面積

（平成27年3月1日現在・国土地理院調べ）
１91.12km2

出生 41人 死亡 65人

転入 106人 転出 163人

増減 -81人

総人口 61,752人

男性 31,226人

女性 30,526人

世帯数 22,501世帯

※増減は1月中です

今月　納税・使用料の

納税は便利な
口座振替で

口座振替のお申し込みは・・・
お近くの金融機関・郵便局または税務課へ
お問い合わせは・・・

　 ▼税務課☎２３-３５０９
　　または☎２３-３５１０まで

引っ越しによる水道の開始、中止の手続きを忘れずに。

（%）総貯水量：51,820千㎥

宇連ダム・大島ダム・
調整池の貯水率

貯水率

84.0%
（43,543千㎥）

令和2年2月18日現在 ［水資源機構調べ］

◦
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

企
画

部
広

報
秘

書
課

◦
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

◦
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

N
o.854 令

和
2年

3月
号

今
年
度
閉
園
す
る
北
部
保
育
園
。た
く

さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
遊
ん
だ
思
い

出
い
っ
ぱ
い
の
園
庭
で
、最
後
の
卒
園

児
と
な
る
年
長
さ
ん
た
ち
を
パ
シ
ャ

リ
。み
ん
な
の
笑
顔
が
、こ
の
園
へ
の

感
謝
の
印
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。（
Ｏ
）

【
表
紙
の
写
真
】北
部
保
育
園

令和2年3月  広報たはら │    │36


